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林道

一国産材時代を迎えるために－

あい はらよしくに

藍原義邦＊
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*林業信用埜金理事長

土の香りと’木立の息吹の中に，落葉をしきつめて茶褐色に濡れた一

筋の道･林道という言葉のひびきからくる一般的なイメージは’このよ

うなものではないだろうか。それが今では,7m幅の舗装された林道が

森林地淵;をぬいながら開設されている。林業に余り関係のない方々 には

考えられないことかもしれないOこのような大型の林道は，一般の林道

と同様’あるいはそれ以上に今後の日本の森林盗源の拡充のための幹線

林道であると同時に’農山村の各種産業の発展，あるいは生活基盤の整

備に欠かせない林道である。

数年前までの間度成長で躍進した日本は，過疎化現象を起こし，都会

と山村のバランスを大きく崩してきた。この影響を股も大きく受けた産

業は，林業ではないだろうか。たまたま国Iﾉ1林業は育成過程にあって，

木材需要の多くを外材で賄ってきたため，造林関係への影響に比較し

て，木材生産面での影響は少なかったかもしれない。しかし今や多くの

森林が間伐期に到達し，やがて主伐を迎えようとしている。一方外材の

輸入圧力は，相変わらず需要量を越える圧力である。伐採すれば右から

左に売れた時代は過ぎ，自由貿易の中で，外材と対抗して市場競争をし

なければならない時代を迎え，林道が林業活動に占める重要性をいっそ

う認識する必要があろう。

また，林業は土地を麩雛にした産業である。したがって林業の振興を

はかるには，その地域に生活の雛撚をもつ集団の健全な発展にささえら

れなければならない。都市と山村のバランスが大きく崩れた現在，林業

生産の推進手段は，純林業技術的な手法のみでは極めて困難であり，山

村生活の福祉発展を考えた施策が併行して推進されなければならない。

このためには林野行政の中に山村振興策を多く取り入れなければならな

いが，行政の守備範囲からこれには限界がある。それにもかかわらず，

近年の林野庁の各種施策の中にこの面を重視した施策が種々取り入れら

れていることは，極めて喜ばしいことであり，いっそうの推進が期待さ



れる。また，林道開設事業そのものも，林業生産の基雛整備としての性

格のほか，山村振興策としての性格が最も強い事業であるが，今後さら

にこの性絡を強く打ち出して林道事業の拡大を図る必要があるのではな

いかと考える。

わが国の林業の現状と将来ビジョンの中で林道がどのような位置付け

にあるかをみると，昭和55年度『林業白書』によれば，

1．人工林面積

森林資源に関する基本計画による目標造林面積1,239"haに対

し，944万haの人工造林地，その達成率76%。

2．林道延長

森林資源に関する基木計画による目標延長27万4千kmに対し，

開設延長9万5千kmで目標の35%｡

3．立木伐採材積

全国森林計画による立木の伐採計画（昭和54年度）約42,000千

nl8に対し，伐採実績約30,000千nl3で目標の71%強。

4．間伐面積

昭和56年末要間伐対象面積460万haに対し，年間実行面積は約

12万haで3%弱の実行。

となっている。

またわが国森林・林業の長期ビジョンによれば，

1．木材需要量の見通し（素材）

昭和51年度実績105百万nl3

昭和71年度見込133百万In8

2．国産材供給量の見通し

昭和51年度実績3,820万nl3

昭和71年度見込5,767万In3

3．自給率

昭和51年度36.6％

昭和71年度43．3％

となっている。

戦後の林地の荒廃復旧と，森林資源の増強のため強力に推進された造

林施策の結果，造林面積はほぼ順調に拡大されてきているが，林道の開

設は造林に比較し，その進度が極めて低い。このことは，林業そのもの

が育成過程にある現時点では，進度が遅れているというとらえ方ですま

されて，木材生産の障害としてとらえられるまでには至っていない。し

かしながら，先に示した間伐不振の原因に，林道の未整備も当然含まれ

ていることを考え，さらに近い将来に主伐期を迎える森林の増加するこ

と，また昭和71年度には，昭和51年度の約1.5倍の国産材の供給を見

3
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込んでいることを考えると，極めて大きな不安が感ぜられる。

このことは，世界各国の林道密度を比較してみると，いっそうその深

刻さが明|膿になる。

国名密度(m/ha)

アメリカ6～10北西部ワシントン州シアトル地区

西ドイツ30南部地域平均

スウェーデン7全国平均

ノルウェー36特別区（試験林）

オーストリア18全国平均

スイス30～50ジュラ地域

イギリス16．6国有林

カナダﾞ10．6全国平均

ニュージーランド35～50全国平均（人工林）

これに比べてわが鬮の密度は，

民有林3.4m

国有林4．6m

平均3.8nl

であり，林道密度が極めて低い。

わが国の針葉樹木材の主要輸入先国であるアメリカ･カナダ．ニュー

ジーランドと林道密度を比較すると，対アメリカは1：0.6～0.38,対

カナダは1：0.36,対ニュージーランドは1：0．11～0.07とどの国と比

較しても半分以下の密度である。今後外材との市場競争で負けない強さ

をもつためには，生産性の向上が第一であるが，木材生産の生産性向上

の第一の要点は運材コストの引き下げをおいてほかにない。このために

も林道の拡充が急がれるところであろう。

わが国の民有林林道開設量は，昭和53年度2,355km,54年度2,214

km,55年度2,117kmとこの3年間は伸びが低下している。このことは

林道開設事業の大半が公共事業として国の財政状況に左右されるためで

あるが，国が財政再建という厳しい時期に直面した現在，林道開設をい

かにして推進するか極めて困難なことではあるが，造林地の主伐期を翼

近に迎え十分な対策が考えられねばならない。

民有林林道の開設は，大半は国・県の補助林道であるが，昭和55年

度の補助林道の開設鑓は，一般林道1,240km(広域基幹283km,普通

957km),公団林道83km,林構林道426km,県単林道243km,その他

87kmで合計2,079kmとなっている。これらの各種林道は，全国の林道

網計画にてらしてそれぞれ調漿されながら開設されているであろうが，



先に示した昭和71年度の国産材の伐採見込量との関係が十分検討され

ているかの点になると，少々疑問を感じる。また大規模林道のような大

型林道等，山村振興の大きな柱となっている林道と，山村の振興計画と

の関係が十分煮つめられているのかもつまびらかでない。大型林道では

すでに一部暫定使用がされ，学校間題を解決し，あるいは畜産事業の推

進に役立たれてl1l村振興に大きな役目をはたしていると灰間している

が，このような効果が一般に十分認識されているのであろうか。

林道開設事業の重要性は，従来から叫・ばれてきたことではある力:，林

業生産活動との関連においての，あるいは山村振興策との関連において

の結びつきでの重要性にいっそうの視点を置いてその推進をはかること

が肝要である。このことが，－'一数年後に迎えるであろう国産材の伐採期

に備えての今からの準附であり，これをおこたれば，昭和7,年度に見

込まれている国産材5,767]j.m8の供給も単なる見込数字に終わるので

はないかと懸念される。

＜完＞
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'1 千葉宗男･下田一
－

カラマツ大径材生産林の保育
小岩井農場林における試行の一例一

’

はじめに

カラマツは，その特性から早期育成・短伐期経

営，拡大造林用樹種として，スギ・ヒノキなどの

造林の困難地，とくに北海道・東北・東山地方の

寒冷な山地帯の造林樹種として職種的にとりあげ

られたこともあって，人工林面穣はすでに100万

haをこえている。しかしながら，これら人工林の

齢級別構成をみると，現在なお5齢級以下の要保

育林分が全体の80％以上を占めている。

従来カラマツは，その立地適応力の有利性を生

かして，主として小径材生産を目標として，短伐

期・高密度管理によって，質より量生産に重点が

おかれてきた。

近年の木材需要の動向や未成熟材の材質上の欠

点などから，小径材需要の見通しのきびしいこと

が予想され，伐期の延長と良質材生産への転換が

必要になってきている。しかしながら，カラマツ

造林は歴史が浅く，経験の少ないことから，高伐

期・良質材生産のための保育型式については，ま

だ十分な検討が加えられていないようである。近

年来安藤貴の密度管理図や，北海道・長野その

他の県・営林局等によって，それぞれ独自にカラ

マツ林分収穫表・間伐指針表などが調整整備され

てきており，今後良質大径材生産のための保育型

式が検討され，確立されることであろうが，緊急

な問題の1つといえる。

カラマツ林経営のあり方についての埜礎資料を

得るために，筆者の1人，下田が小岩井農場林内

に設定した間伐試験地の生育経過をふまえて，カ

ラマツ林の保育のあり方について考えてみること

’

にした。いろいろの事情から，試験地とはいいな

がら，小面積かつ無反覆であることなど，設定時

の不備が多く信頼性に乏しいといえるが,林齢47

年生の今日までの林分生育経過の概要をのべるこ

とにした。カラマツ林経営のあり方について，少

しでも参考になることがあれば，蕊者らの望外の

幸である。なお長期間にわたる調査にあたって，

永野正造，戸沢俊治両氏のほか岡田秀治その他多

数の学生諸君の協力をえたことを付記し，感謝し

たい。

調査地と調査法

調査地は盛岡市の西近郊，岩手郡雫石町小岩井

農場所有林内の1933年春植栽（3,000本/ha)の

一団地4haのカラマツ林である。岩手山麓の中

性火山灰土の厚く堆積したBJD型土譲からなる東

向きの平坦にちかい緩斜地で，この林内に1954

年に相隣接して3区画，36．4×36.4nlずつの調査

地を設け，それぞれ中庸度間伐区(A区),弱度間

伐区(B区）および無間伐区(C区）とし,A･

B両区については，林齢22，26，33および39年

生時の4回，寺崎氏の樹型級区分による定性間伐

を実行した。

間伐の程度を表・2にしめした。第1回間伐は

A･B両区とも枯死木が多かったため本数率で50

％前後となっているが，2回目以後はA区30％，

B区20％を目安にして間伐した。なお，この林分

は下刈り・つる切りを行なってはいるが，22年生

時まで，補植・除伐等は一切実施していない。

林齢22，26，33，39年生時の間伐実施年と43

年,47年生時に毎木調査を行なって林分の生育経
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過を測定するとともに，間伐対象木の一部を標本

木として伐倒し，樹幹解析法または屑別刈りとり

法を適用して生育経過の確認・補足につとめた。

調査結果と考察

本数減少経過：無間伐区の自然間U|きによる本

数減少経過を表・1と図・1に，また間伐区の間伐

度合については表･2に示した。

林齢22年の調査地設定時までに各区とも450

~500*/haがすでに枯死・消失しており，さら

にその時点で未倒伏枯死木が400本/ha前後があ

り，林齢22年生時までに植栽本数の30影前後が

自然間引きによって減少してはいるものの，なお

最多密度を維持してきており，間伐手おくれの過

犠林分であることがわかった。無間伐c区では，

林齢47年生時までに64％以上が自然間引きによ

って枯死・消失しており（表・1参照)，現在でも

引続き自然間引きが行なわれている。

樹高生長について：調査地の全立木についての

樹高生長の経年変化を図・2にしめす。間伐区(A

。B両区）は定性間伐法によって，劣勢木を主体

に間伐しているので，当然のことではあるが，平

均樹間はA>B>Cの順になっている。しかし林

Ａ
区

蝿恥、

Ｃ
区

タ

－

表･1無間伐放置区における枯死木数(ha当たり）

林l陥(年）22以前22126133314347

枯死木数(*)43248533243013623183

同上累計(%)14.430.641.6156.060.56L364.O

表･2間伐実護(ha当たり）

区 B区C

'残存木材秋｜間伐本数間伐木材稜残存木材職一間溌薮1（形）

197473816419

204121121119

217212324723

27419373256

3033595

3573948

枯死木109

区＊

間伐木材穂残存木材職

A

剛年ザ ~間梗禾薮
（％）

間伐材積
(m3)

２
６
３
９
３
７
ｏ
ｒ

２
２
３
３
４
４
寄
即

51

30

35

21

５
１
２
０

５
４
の
６
５

164

211

247

325

359

394

枯死木
35

９
９
３
６
５
８

１
１
２

８
２
１
２
３
４
今
０

１
３
２
１
９

'94

272

326

374

426

456

208

主間伐合計材讃(m3) 588565 546

*C区は枯死木の測定値
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図･4林齢43年生時における直径級別本数配分

齢47年生時において上層林冠を構成する生立木

だけについての樹高の範囲および平均値は,A:

24～27/25.3m,B:22～27/24.3m,C:21～26

/23.8mと火難はなく，信州カラマツ収磯表の1

等地に近い値になっている。

直径生長について：各調査地の全立木の平均胸

高直径の経年変化を図・3に，また林齢43年生時

｜

ム

岬f亦一 ---ⅡⅡ_－皇

32'"3640-IIZFT一3236404448<年
林齢

）

図･3 胸高直径経年変化
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表･3カラマツ樹幹形状比の推移(0.1325ha当たり） 表･5間伐木の直径級別本数配分（％）

|林I怖(年)｜‘h臓度間伐区｜弱度間伐区 話毒B~EIA

響－，｜
，o～141

16～20

20～26

計

本数(木）

B C
一

32

48

18

3

101

275

２
２
少
。
０
０
３

５
４
０
３
１
２

３
３
４
．
０
、
％

４
５
１
１

一

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一

’
C区は枯死木数

表・6間伐木よりの生産販売材々積（影）

101本

75～140

157本

75～145

102

’

ご犀度三一塵こABC繍考

"4"|.｡|､,|｡|*""
26695514枯死木）より

の生麓材職
33以降85＜7530

96

本数は生木調査数上段：範囲，下段：平均値

表･4林齢33年時と47年時における胸高直径級別本数配分（％）

》
｜
馴
一
《
御
押
銀
叶

記
一
Ｂ
ｌ
１
銅
馳

47

3区の平均およびその範囲はそれぞれ22～36/28

cm:14～38/23cm:12～34/21cmとなっている。

いまかりに林齢50年生時において直径22cm以

上のものを大径材と仮定すれば,A区では100%,

B区で75%,C区で48%となり，当然のことでは

あるが，大径材生産を目的とする場合には，最少

限A区程度の立木密度に保つことが望ましいもの

といえる。

材積生長について：林分材積の経年変化を図・5

に，また各調査年度における間伐材積・林分材積

を表｡2にしめした。林齢47年までの総生産量は

林分密度の疎密には関係なく,550m$/ha前後,平

均生長量は11m8/ha･yrで大きい差はないものと

いえるが,C区の枯死木材積90m3は問題が多い。

なお，間伐木の直径級別本数配分と，間伐材か

らの生産販売材積率をそれぞれ表。5，表･6にし

めした｡大径材生産のためにも,また間伐収入の

点からもA区がB・C両区よりすぐれているとい

える。とくにC区については枯死木だけが対象だ

ったので，生産材は量的にも質的にもかなり劣っ

ていた。

なお，39年生時における調査結果から全立木

についての単位鐙の葉の幹材生産量は2.4～2.6t

/t･yrと推定され，立木密度とは関係なく，ほぼ

等しい値になっていることもわかったが，径級と

CIAIBICA

０
句
的
一
ｍ１

14

72

14

０
０
０
０
０

８
２
０１

0

25

65

11

101

０
１
４
４
△
９

５
４
９’

’99 1001

C区は枯死木の測定値

の直径級別本数配分を図・4にしめした。各区各

年時とも樹高にくらべて胸高直径が小さくなって

いるが，これは立木密度との関連によるもので，

平均直径はA>B>Cとなっている。間伐によっ

て直径の小さい木を主として伐除したことと残存

木の生長促進との両方のハタラキによる結果だと

いえるが，変異の幅は逆にA<B<Cの傾向にあ

ることがうかがえる。A区は直径の変異幅が小さ

く，共倒れ型林分に近いようにもみえるが，風雪

害等による倒伏・折損等に関連の深い樹幹形状比

(H/D×100)(表・3)からもわかるように,疎立

区ほどこの値が小さく，現実にも被害木はほとん

どみられない｡無間伐密生区では林齢47年生時に

おいて,全立木の35％にあたる立木が樹幹中央部

からの折れ，曲りあるいは倒伏などの被害をうけ

ていた。また，林齢47年生時における生立木の

直径級別本数配分を表・4にしめた。A・B。Cの

22

26

33

334本

75～215
一

118

165本

85～145
一 一

102

一
弘

５３１

嘩
録
－

１

338本

75～225

130

180本
85～185

ー

108

５
－
５

｜
“

１

本
禄
２３１

639本
75～220

1．29

276本

75～175

113

175本

75～195
－

123

43
59本

65～lIO
－

88

無間伐区
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材質の耐iではその差が大きいといえる。

おわりに

小岩井でのこれまでのカラマツ林の生長経過，

とくに立木密度との関連をみるために，安藤のカ

ラマツ林分管理図にプロットしたのが図｡6であ

る。立木の疎密度をRy値でみるとA区は0.6~

0.8に対して,B区は0.8,C区はつねに0．9以上

であり，また相対幹距比(Sr)を求めてみると，

A区は18～21,B区は16～18そしてC区は1ル､-′

15となっていることからも明らかなように,C区

はもちろんのこと,B｡A両区とも安藤の密仕立

てないしは中庸仕立てよりも，より多い本数密度

で推移していることがわかる。

麻生。河田らをはじめ多くの報告でも指摘され

ているように，良質大径材生産を目標とする場

合，カラマツではその生長の全段階を通じて，疎

仕立てにするのが，この調査地の調査結果からみ

ても，有利であるといえる。紙数の都合で省I略し

たが，各区における林床植生の推移やAo猫の堆

職様式など，地力維持の間題等をも含めて考えれ

If,Ry:0.6前後の本数密度に維持できるように

間伐を線り返し実行することが望ましいといえる

し，また，大径材生産を目標にする場合，地力の

良好な1等地相当の林地でも．60年以上の高伐期

経営が望ましいのではなかろうか。

（篭だむ麓め:鴬総裁蕊）

500密度10003000(本/ha)
図.6カラマツ林分密度管理図(安藤)の適応
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1．はじめに

信州，浅間山麓一帯の火山噴出物の堆積地域に

明治はじめころ植栽して，除伐や間伐など多大の

労力をかけて保育されてきたカラマツ人工林は，

いわゆる未成熟土壌地帯における森林資源の育成

とともに国土の緑化や保全を果たしている。これ

らカラマツ人工林は信州の山なみとよく調和し

て，とくに春の芽ぷきから秋の紅葉まで鮮やかで

実に美しく色づけている。さらに，その高齢のカ

ラマツ造林木の大径材は，カラマツ天然木のそれ

にも匹敵して優良建築材としてその価値が高い。

しかし，とくに戦後カラマツは短期育成林業の

提唱と相まって，中部山岳地方だけでなく東北お

よび北海道にわたる寒冷地域にまで拡大造林さ

れ，現在ほとんどが4ないし5齢級以下の幼齢林

である。カラマツ幼齢林の生長は良好であるが，

その間伐材はほとんど未成熟材部で，用材とし

て，ねじれ，曲がりや繊維傾斜が著しいうえ，強

度的にも弱いなど，いわゆる材質に関するさまざ

まな問題が提起されている。

そこで，これらの問題に直接関連する仮道管

長，らせん木理，強度などの材質指標が樹齢ある

いは齢級の増加によって，また生長の良否によっ

てどのよ.うに変動しているかを示し，カラマツ造

林木が高齢の大径材になるにつれて，その材質が

いかに優れたものになるかについて紹介する。

2．仮道管長の変動

カラマツ材の椛成要素は仮道管，放射組織およ

び樹脂道であるが，その約95％を仮道管が占めて

いる。したがって，その物理的，化学的諸性質は

5

1'諺…鯉｡｡｡｡｡｡卿
4
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2
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４
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髄からの距離（(洞）

図・1晩材仮道管長の樹幹内分布

主として仮道管のそれにもとづくことになる。ま

た，仮道管長の変動は未成熟材と成熟材の判定因

子として有効なものとされている。

(1)樹齢による晩材仮道管長の変動

晩材仮道管長の樹幹内変動は図・1に示すよう

に，各地上高の肥大(L)とその反対(S)側と

も樹心部で1．5ないし2.0mmで，髄から15年

輪までほぼ直線的に増加し，それより外方ではそ

の増加が少なくなるが，樹幹外部では4．0ないし

5.0mmとなっている。このように，仮道管は髄

からの年輪数によって伸長するが，その短い範囲

す葱わち各地上高の髄から約15年輪までの純囲

が未成熟材で，それより外部の成熟材部に比べて

材質が悪い。高齢になるほど成熟材部が増加し，

重松頼生

高齢カラマツ造林木の材質
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うIこ高い負の相関関係が認められる。しかしS側

の樹幹外部のように年輪幅が異常に狭くなれば，

晩材仮道管はかえって短く癒る傾向が認められ，

したがって高齢材においても直径生長が悪くなれ

ばその材質はむしろ低下することになる。

(2)生長の良否による仮道管長の変動

生長の異なる試料における仮道管長の変動を

図・3に比較した｡早材仮道管は晩材仮道管より

若干短いが，両者の仮道管はいずれも髄からの年

輪数によって放物線的に伸長している。また，直

径生長の良いものほど仮道管長は若干短いが，こ

の生長の良否による仮道管長の変動は樹齢による

その変動に比べて少ない。したがって，その初期

生長が良いことは仮道管長の短い未成熟材部の増

加となるが，成熟材部の極端な生長においてはそ

れほど仮道管長は短くならないことになる。

3．らせん木理

カラマツ属の木材には必ずしもらせん木理が発

生するとは限らないが，信州産カラマツ造林木に

はらせん木理が顕著に発生している。このらせん

木理が用材のねじれをおこす主要因子であり，ま

た繊維傾斜をもたらせる。

(1)樹齢によるらせん木理の変動

カラマツの造林木と天然木におけるらせん木理

の樹幹内変動を図・4に比較した。この図の右側

に示すように，造林木におけるらせん木理は各地

上高とも樹心部において顕著に発生している。す

なわち髄から外方へ向かって左(S)らせんで急

激に増加し，髄から数年輪で最大値を示したの

ち，それより外方ではしだいに減少し，樹幹下部

の外部では(Z)らせんに"ねじれがえし"がおこ

っている。そこで，前項で述べた未成熟材と成熟

材に区分したとき，さらに髄から5cmの範囲で

区分したとき，それぞれ内部は外部よりらせん木

理が大きく現われる。図の左側に示した天然木の

らせん木理は造林木のそれに類似したものである

が，らせん木理がかなり小さく，しかもその変動

が緩やかである。

(2)生長の良否によるらせん木理の変動

①同一林分の場合：自然的，人為的，植物的

５
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図･3仮道管長および年輪幅の変動比較

供試木No.10;晩材仮道管長．○：早材仮道管長，⑦：年輪編
No.2A:",4:",4:"

No.3E:",D:",B:"

これが良質材の生産になる。また，この樹幹外部

の晩材仮道管はカラマツ天然木のそれに比べて決

して短くはない。つぎに，晩材仮道管長と年輪幅

の関係は図｡2に示すように，髄から外方へ向か

って約5年輪までの樹心部では破線で示すように

正の相関関係が，それより外部では実線で示すよ
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生長条件が類似しており，その生長の差力妙ない

が，3試料におけるらせん木理の変動を図｡5に比

較した。らせん木理の変動は上述のとおりである

が，らせん木理はNo.1で最大で,No.2,No.3の

順に小さくなっており，生長の良いものほどらせ

ん木理が大きく発生することになる。

②異林分の場合：生長が著しく異なる試料の

らせん木理の変動を図｡6に比較した。この図で

は実線でらせん木理の変動を，点線（黒丸印）で

年輪幅の変動を示している。前節で述べたよう

に，カラマツ造林木においては髄から外方へ向か

ってSらせんで急激に増加し，数年輪までにその

最大値を示し，それより外方では減少しているの

が一般的であるが，このNo.1の樹幹上部におい

てはらせん木理が増加の一途をたどっており，異

常に直径生長が良いものではらせん木理もきわめ

て大きく発生している。また,No.3では直径生

長も悪く，らせん木理も非常に小さい。

以上のようにらせん木理は直径生長の良いもの

ほど大きく現われる傾向がある。また各試料にお

ける最大らせん木理は向頂的に，しかも遠心的に

大きくなっており，樹幹上部ほどねじれやすいこ

とになる。そして，らせん木理は未成熟材部に顕

著に発生し，成熟材部で減少しており，したがっ

て高齢の大径材になるほどらせん木理の少ない材

部が生産されることになる。

4．強度的性質

強度的性質にはいろいろなものがあり，比重や

晩材率との関連で示すのが普通であるが，ここで

は曲げと圧縮強度だけを対象とする。

(1)樹齢による強度の変動

カラマツ造林木（長野営林局，岩村田営林署管

内産，昭和“年の調査時で樹齢108年生，江戸

末期か明治初期には植栽されていたことになる）

における平均年輪1幅，曲げと圧縮強度の変動を

図｡7に示した。平均年輪幅は樹心部において最

大値を示し，樹幹外部へ|句かって急激に減少して

いる。これに対し，曲げ，圧縮強度は樹心部にお

いて最小値を示し，それより外方へ向かって急激

に増加しており，さらに最外層の辺材を含むもの
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上高とも類似しており，樹齢によって強度は著し
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ける平均年輪幅，曲げ,圧縮強度の変動を図・8に

示した。この図では試料ごとの地上高による変動

幅と平均値（丸印）で半径方向の変動を比較して

いる。平均年輪幅はいずれも樹心部で大きく，外

方へ向かって減少しており，試料によって変動の

差異がある。また，曲げ，圧縮強度は樹心部から

外方へ向かって顕著に増加しており，との変動に

も試料による差異があり，平均年輪幅の大きいも

のほど強度が小さくなっている。つまり，生長の

良いも'のほど強度的には弱いが，生長の良否にか

かわらず高齢の大径材になるほど強度的に強い材

部が生産されることになる。

5．まとめ

カラマツ造林木の材質形成について，初期生長

が顕著なものほど樹幹における未成熟材部の占有

率が高くなり，その仮道管長は短く，らせん木理

が大きく発生し，強度的にも弱い。したがって，

その用材はねじれ，曲がりや繊維傾斜などの欠点

が顕著に現われる。しかし，高齢のものほど樹幹

における成熟材部の占有率が高くなって，その仮

道管長は著しく増加し，多くの場合らせん木理は

減少し，強度も大きくなる。このように多くの材

質指標は樹齢によって著しく変動し，また直径生

長によってその変動に差異が生じるが，質の向上

は壮齢ないし高齢において効果的であることを意

味している。また育林方法によってその林木の生

長，とくに直径生長を調節することができるなら

ば，希望に近い良質材を育成することができるこ

とになり，これはカラマツ造林木の材質がその天

然木のそれにも優るものとなることを示唆する。

なお，上記のカラマツ造林木の材質に関する基

礎資料は当木材利用学研究室で累積したものであ

り，関係した多くの方々に心からお礼を申し上げ

る。また，この一連の研究に対して長野営林局か

らご支援をいただいており，ここに深く感謝の意

を表します。

（しげまつよりお・信州大学腿学部教授）

ガの提出と同時に提出のこと。
く締切り迫る／＞ 審査と：審査は昭和57年4月上旬に行ない,入選
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’ 倉田益二郎

ブナ林更新の知見と考察
－特に稚苗の枯死消失について

1．はじめに

筆者は昭和13年から深い興味を抱いてきたブナ林の

天然更新，特に稚苗の消失原因の探究と被害防止対策に

関し，昭和54年から本腰を入れて研究できるようにな

った。

その報告の一部は本誌No.461(昭55.8)の「会員の

広場」に発表したが，今回はその後に得られた稚苗の枯

死消失原因に関する諸文献の記戦と，それらに対しての

筆者の考察を述べる。

1．34年前の筆者の識寅原稿から

昭和22年10月22日に日木林学会の戦後第1回目の

講演会が東大講堂で開かれた。その折，藤岡会長からの

指名で，蕊者は「菌害回避更新論」と題した400字詰用

紙59枚分の識演（90～120分）を行なった。

その大要は「ある樹種の天然林が成立しえたのは，各

種の条件が満足された結果であろうが，その中でも必要

で，かつ最も重要な因子は，その種苗が菌害を回避しう

るかどうかできまり，いかに他の条件が満足されていて

も，菌害を回避しえなければ全く成林しない。ところ

が，今日まで，天然更新は不確実な庇蔭試験，択伐率，

陽光率に依存し，あるいは不十分な観察から導いた陰陽

樹の概念を雛として取り扱われたために，大きな進展が

みられなかったと考えられる」というものである。

ところが，原柵全部を掲戦するには学会誌印刷の用紙

割当てが少なすぎ，ようやく諦演発表2年後に，第31

巻，第1～2号にほぼ1/6に要約され，公表6)されたに

すぎない。

その際返送されてきた識演原稿の全文が，文献整理中

の書棚から出てきたので，そのうち，ブナに関する部分

を抜き書きすると次のようである（原文のまま)。

一掬一

Hartigによれば掬の稚苗はよく疫病菌Pkyjo'ルー

オルα･〃ノizgi.R.HARTIGによって立枯をおこすと言う

ことであるが，極めて条件が似ていながら，或る処に

は稚苗が生立しない場合は疫病菌による立納に原因す

るのであるまいか。我々は掬の更新については斯様な

ことを念頭において対策を柵ずる泌要があろう。

2．筆者の論説への支持

講演を終わり自席にもどったところで，長谷川（当

時，帝室林野局林業試験場長）から，「自分が林学界や

諸学者に気がねして公表できずにいたことを，よくもは

っきりと言ってくれてうれしい」とおほめの言葉をもら

った。

その後，筆者の論説を著書『森林保謹学』（昭25年）

の中に紹介されたのが沼田（元京大教授)，ついで坂口

（元林試場長）は著書『ヒノキ育林学』（昭27年）にお

いてである。

なお，宮川・前田7)は『ブナの新しい天然更新技術』

の中で，「かつて倉田は林地に発生した稚樹の枯損原因

として，立枯れ病を強調したが，今日的な問題として新

たに検討しなおしてみる必要があるように思う」と述べ

ている。

このほかに深い理解を示された人は遠藤（林試北海道

支場保護部）と余語（林試北海道支場元場長）である。

また，最近では高橘郁雄（東大北海道演習林）が，すば

らしい『菌害回避更新説の系統図式』を作り関心を寄せ

られてきた。

3．日搭，橋詰による枯死消失現場の確認

密生していた稚苗が一時に消えてなくなるとの次のよ

うな話を聞くことができた。

最初は日搭（日大）からである（昭和56年6月)。と

いうのは，昭和52年5月に，水上演習林では腰を下し

て休むこともできぬほどブナの稚苗がびっしり生えてい

た。その後（7月に)，同じ場所へ行ってみると稚苗は

きれいさっぱりと枯死消失していたという。

また，昭和56年6月，鑛者が大山のブナ林見学の折，



図･1ブナの稚苗

A.立枯症状の稚苗(Hartig)

B.枯死稚苗蠕詰提供）

案内と説明を願った橋詰（鳥取大）から，「これが枯死

した稚苗です」と林内で実物で示されたのが図･1Bで
ある。

、2．枯死消失の知見と考察

1．文献による原因

文献に記されている菌害をあげると次のようである。

(1)古普の中の立枯病菌

i)ドイツ普'>2>8）

HermallFiirst(1904)－擾勿jOp腕〃07．α“"""0γα

;R.Hartig(1909)-P.jizgi;Schupfer(1921)

-P血yjqp"0’'α0"z""0"と記されている。

このうち，図･1Aの立枯症状の稚苗はHartigによ

るものであるが，この説明には，立枯病は雨天に多発

上また,日照りには葉が赤褐色に変じて枯れるとある。

なお，前記の3つの学名は同一のものか，また，現在

の正しい学名のどれに当たるのかは不明である。

ii)本多造林学4）

本多（1925）はブナの食害として地虫，野鼠，家畜，

兎害を，そして晩霜，浸水による枯死について記してい

るが，しかし，稚苗の菌害についての記述はない。

(2)宮川・前田ら7〉

稚樹の消失原因としては，α－虫，野鼠，光不足,乾

燥など；ルー発生後1年間のうちにほとんど枯死する

原因は菌害が大きいように思う。

なお，林試樹病研究室によって次の2つのタイプが確

認されたことを報告している。
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i)倒伏根ぐされ型（いわゆる立枯れ型):種子発芽後

の比較的早い時期にあらわれる。Cj!""〔方加"加7zほか

2種類の菌が検出。

近）葉枯れ型：夏に集中的に発生する。""""z""，

』ｺﾙ"z"sisが検出されている。これによって枯死する

のかはいまのところ不明である。

(3)大阪営林局，金沢営林署技官ら

i)原因の1つは土戦中の病原菌による，）。

ii)光線不足，菌害，そのほかに次のような複合作用
による。すなわち：－

①光不足，菌害，虫害，獣害の複合“

②庇蔭，過多な湿度'6）

③ブナ雅樹は発芽とともに，有機的，無機的な作用

をうけて消失'8）

④雑草，ｻー ﾘ類との根系の競合，受光量の不足，土

壌条件の変化，病菌等による枯死'8）

(4)小林・佐藤ら

i)ブナ稚樹の病菌として小林はCy""〃“"加泌お

よび鰯4s"･馳加を検出した11)。

五）佐藤は母‘s"･""〃による根腐型立枯病とDiscosi"

妙.による葉枯病の被害を認めた'3》。

(5)橋詰'0）

i)閉鎖した林内の稚樹は照度の不足が原因で90形以

上が1年以内に枯死消滅する。

ii)林外で3年生以上の稚樹が見当たらないのは，林

縁が道路，あるいは土石流の堆積した河岸に接してお

り，夏の乾燥，降雨，および融雪による侵食，人為の干

渉などによって稚樹が早い時期に枯死消失するためであ

ると思われる。

iii)虫害（ネキリムシ),鳥獣害（ノネズミ，ウサギ，

ハト)，気象害（晩霜害，高温害）による。

(6)考察

以上の諸文献によってブナの稚苗，稚樹の枯死消失原

因は病菌にあるらしいとしたものが認められ，また，土

壌消毒実験の例も認められる（大阪営林局，技術開発報
告書No.8昭51)｡

しかし，樹病学的には樹病研究者による立枯病菌，葉

枯病菌の報文はあるが，他のほとんどは陽光不足が枯死

消失と深い関係があるとしている。

ところが，明確に陽光不足によることを実験的に証明

したり，確証したものは1例もない。従来の森林稚苗の

枯死消失論議と同じであり，調査観察段階での推定論に

すぎない。



18

2．枯死消失の時期と年齢

(1)時期

i)梅雨期

林内の当年生碓樹は発芽当年の6月の梅雨期に枯死す

るxO)。

ii)夏以降

a・全1I1で雅樹の発生をみるが，ほとんどが夏以降

逐次消滅するﾕ0〕。

b.夏季の乾燥期以降消滅が目立ってくる'8)。

(2)年齢

i)1年生以内

a・天然林内では雅樹の90%以上が1年以内に枯

死する'0)。

b.1966年秋苗場山で調査を行なったが,1年生稚

樹の枯損は，数えられただけでも，全体の42.9～

99.8％に達していた"o

ii)15年生以内

林内の雅樹は発生後15年以内にほとんどが枯死消滅

するようである'0〉。

(3)考察

一時に多数の稚苗が雨天の時に立枯病にかかり，ま

た，日照り時に葉が変色して枯れると，きわめて明快に

説明してあるのはHartig;Fiirstによってであるﾕ〉。

これに対して，わが国では，一時に多数の稚苗が枯死

する時期は6月の梅雨期であると明確に記したのは橋詰

である。しかし，他の報文では，夏の乾燥期以降とか，

1年以内などとあって，時期の幅は広い。

なお，発生後5年以内に枯死するとか，あるいは15年

以内に順次枯死消失すると記述されたものがあるが，ど

れもその時期に関する確認がなされていない。

以上のように，ほとんどの研究報告では，稚苗枯死の

原因を菌害が主役だと考えていないので，枯死時期や年

齢については不確実な観察・調査で終わっているのだろ

う。

3．枯死消失の原因究明上の考察

1．多すぎる調査項目と実験の欠除

林業・林学分野の研究，特に造林部門では，林業は百

年の大計との言莱につられ，そう簡単には結論はつかめ

ないものと考えられがちである。

このことが当初から雌密な研究項目の検討や，主要な

基礎実験の軽視につながり，ひいては安易に調査事項の

ら列や初歩的観察の繰り返しという悪いパターンができ

あがってしまったのではあるまいか｡

ともかく，ブナの天然更新に関する各研究嬢関での

調査研究事項'7)をみても，いかに多いかに驚く。たとえ

ば：－

気温，土壊，傾斜，相対照度，陽光量旦湿度,種子の

飛散，種子落下鼠，ササの生長量と消墨種子の食

害，種子の菌害，稚樹の発生消長，年齢別稚樹消失

率，樹病と土じよう菌，雅樹の消滅原因調査，地表処

理，薬剤散布，高度別の作業法，その他である。

以上のうち行きすぎと思われるほど精細に調査される

事項は－印を付･した項目であり，また，ほとんどの項

目は調査・観察で終わり，欠くことができない決め手で

ある実験が欠けている。

2．まず，樹病学的究明に重点を

落下種子が林地に着床し発芽し生長を続けてよいはず

なのに，何かの原因で枯死消失する。この場合，多くの

関係因子があろうが，まず何よりも先に菌害に着眼し，

その病菌の検定と菌害回避対策に重点をおいて調査およ

び実験をするように，筆者は度々力説してきた。

このことはブナ林地の稚苗の枯死消失においても同じ

であると提言したい。

この論拠は，「菌害回避更新論｣6)で述べた次の文で明

らかにされよう。

「暗黒被覆内111噸育成苗の実験からは，光線不足によ

って子苗が消失することはほとんどあり得ないことが認

められ，光線不足によって消失する以前に菌害によって

立枯するものと混同されていたと思われる」と。

つまり，かつて多くの学者たちは林内稚苗は光線不足

によって消失したと結論づけてきた。しかし，これは単

に推測や外見的考察によってのことで，全く実験も証明

もしないでのことである。

したがって，今後も同じ誤りを繰り返さぬために，次

のような項目について調査および実験を行ない，明確な

結論をまず引き出すことが必要である。

病害発生期間，被害苗の年齢，菌の同定，枯死苗多発

期の気象条件（特に気温，湿度)，土壌（特にNの量)，

土袴発生の有無，病害発生地の照度および被陰状況，立

枯病回避および防除方法，その他。

なお，本研究推進上にきわめて重要なこととして，造

林的研究者と樹病的研究者の両者が緊密な協力を保って

進める必要があることを強調しておきたい。

3．立枯病型と葉枯病型などとの2本立て

文献から，ブナの稚苗発芽初期の消失とその後の稚樹

の枯死浦失との両者の間に差異があるようであるﾕ>ﾕ3)。
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そうだとすれば，筆者の実験および観察段階と，橋詰，

小林，佐藤らの観察や実験などから；

（1）稚苗（子葉期）の立枯病によるもの，

（2）雅樹（子葉期～15年生くらい）の葉枯病，あるい

はこれ以外の病害によるものとを含めた2本立てで追究

したほうがよいように思う。

4．おわりに

従来の調査研究報告を読んでみると，ブナ林更新をは

ばんでいる第1関門は，ブナ稚苗・稚樹の枯死消失の原

因が不明なことである。

そして，その原因を探究するのに菌害を無視したまま

で，陽光艇，土壌，水分などの因子と必要以上に深く関

係づけて調査，推論されすぎている。

ところが，ブナ稚苗の枯死消失の原因は，筆者の経験

から推測すれば，キリ，カラマツ，アカマツ，エゾマ

ツ，ヤシャブシ類の場合（子葉期，高温・多湿の梅雨期

に枯死する）の立枯ときわめて似ていることが察知され

る。

そこで，ブナ稚苗および稚樹の枯死消失の原因探究の

重点を，まず第一に菌害におき，そして従来とかく連け

いが欠けていた樹病研究者と造林研究者と，また，各林

業・林学機関の研究者と技術者とが密なつながりをもっ

て，問題解決に当たるよう提言したい。

これによって，長い間未解決であるブナ林更新技術の

究明の第1関門が意外に早く開かれ，菌害による稚苗の

立枯回避技術の確立も期待できるのではあるまいか。

（くらたますじろう・東京挫業大学名誉教授・客員教授）
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森林の造成が積極的に進められてきた結果，わが国の人
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として製作したものである。本書の構成は間伐の手順と
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‘‘刷田林業地帯田

合谷家の森林経営の成立と展開に幻開
■

Ⅱ三代，三郎氏の林業観

前月号では，合谷家の森林経営が膿民の直挿造

林木の集職という形で始まったこと，その後,「吉

野スギ」に象徴される実生苗への転換によって大

規模拡大造林が技術的に可能となり，同家におい

ても三代，三郎氏の時期に盛んに造林が行なわ

れ，今日の森林経営の基礎が築かれたこと，を述

べた。今回は，合谷家の森林経営の形成過程にお

いて最も大きな役割を果たした三郎氏の林業観に

ついて述べる。

ところで，三郎氏は，1902年（明治35）10月

に名古函|jで開かれた第15回大日本山林会大会

に参加し，その足で単身吉野に赴き，土倉家の森

林など吉野林業を視察しているが，帰郷後その報

告として『大日本山林会第15回総会及吉野林業

二就キテ』を津江山林会長名で著わしている。ま

た，これと前後して，数名の同志とともに『郡有

造林設置二付御願』を日田郡長に提出している

が，これらには，吉野林業を相対祝しつつ，造林

奨励，林業啓蒙に取り組んだ彼の林業観がよく表

われている。

1．林業と経済発展

林業ヲ盛ニシ，森林ヲ愛撫スル事ナクンバ，

終ニハ瀬戸物焼ナルエ業モ荒廃二帰スルニ至

ラン

三郎氏は，上述の総会行事の一環として行なわ

れた瀬戸町（現在の愛知県瀬戸市）周辺の視察小

旅行に参加し，同地域の水源林のはなはだしい荒

廃を目の当たりにしている。そしてこのような現

実の中から，森林の荒廃が，瀬戸物焼という工業

の発展によって招来されていること，しかしもし

森林の復旧が「人目ヲ舷スル」ほど華々しくない

ということで放棄されるならば，肝心の窯業その

ものが崩域せざるを得ないということ，を発見し

ていたのであり，そこに「林業家タルモノー考ヲ

要スベキ所」つまり林業家の社会的責務，を見い

だしていたのである。

さらに彼は，工業の発展と人口の増加が林産物

の需要を著しく増加させること，したがって「農

業国ヨリコ灘国ニリ|厨ゼントスル我国」においては

木材需要が必然的に拡大すること，もし林業がこ

れに対処しえないとすれば，「工業発達上二影響

ヲ及ボス」ことになり工業国への移行が難しくな

ること，などの点から森林の荒廃に懸念を示し，

造林の意義を説くのである。

このように，三郎氏は，日本の工業化に視点を

据えて林業を把えていた。つまり，日本経済の発

展という路線上に造林活動を意義づけ，その振興

の必要性を，したがって山林家の任務を深く認誠

していたのである。

2．吉野林業と日田林業

吉野林業法ヲ，直二我日田郡地方二適用スル

ハ多少ノ誘ヲ免レザルベシ

上述のように，三郎氏は大日本山林会のあと吉

野に行き，土倉家の森林や苗圃，種子採取，製材．

筏組，膳丸太などを視察しているが，彼はこの吉

野林業に圧倒され「吉野地方ハ，万峰林立，老杉

巨桧秘蒼トシテ天ヲ摩シ，地ヲ覆上，前岳後雌眼

ノ及ブ限り半点ノ空隙ナク，青緑色ヲ池へダル美



合谷三郎氏（1874年生～1931年没）

観ハ，殆ド名状スベカラズ」と感嘆の声をあげて

いる。吉野を訪れた世の林業家が，「其ノ美林二

眩惑シ，一モニモ規ヲ同地ニトリ，吉野流ノ植樹

法ヲ行ナ」ったのも当然といえよう。

ところで，「吉野流ノ植樹法」とは，彼によれ

ば,｢1111｣歩1万本ノ密植ヲ採り，林木ノ成熟(即

チ100年生）迄ニハ，数10回ノ間伐」を行なう

ところの造林法であるが，彼はこれの日田地方へ

の導入については，「多少ノ謡ヲ免レザルベシ」

と，否定的であった。それは，吉野林業に深い感

銘を受けながらも，「之ガ採用ヲ阻止スル事情」

があると考えていたからであるが，その「事情」

の第1は地力の問題であった。

三郎氏は，吉野林業の密植を「地力劣等ナル為

二」採用されたものと見ていた。吉野地方では，

地力が低いので，密植しないと抵かなかうっ閉し

ないし，またそれによる林地の乾燥でスギの生育

が阻害され，地力も消耗するので，やむを得ず密

植しているが，日田地方は地味が良いのでその必

要はない，というわけである。

第2は磨丸太の技術と販路の問題である。吉野

地方の密植，多数回間伐は，間伐木で「磨丸太，

垂木丸太等ヲ製作シ，造林費ノ幾部分ヲ補」うと

いう形で成立している。し‘かるに「我郡ノ如キ

ハ，即今，急二之二倣フモ，其ノ販路ヲ兇出ス事
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態ハザル」状況であり，かつまた，材木業者には

磨丸太の取扱い経験もないため，「充分ノ収入ヲ

得ル事ヲ期待」できないというのである。また第

3に日田地方のスギが「下腹成長二走リテ，上長

成長鈍」く，吉野のように「根幹等シキ良材ヲ得

難キ」ことも，その採用を阻む「事情」にあげて

いる。

第4の問題点は日田地方の山林所有者における

愛林思想の欠如であった。吉野林業のような間伐

では，間伐木の選定や伐採時の隣接木の保護な

ど，難しい問題があるが，それは「座席暖カニシ

テ，口美味ヲ好ム」ところの日田地方の林業家の

｢夢想ダニモ能ワザル所」であった。吉野では「財・

産千万ヲ以テ数」える土倉庄三郎氏でも「日々

営々トシテ鉈ヲ挿ミテ山林中ヲ奔走シ，愛育ニ勉

メツツ」あるのであるから，たとえ「吉野流ノ植

栽」を行なってみても，日田地方の現状では「声

価ヲ吉野杉ト争うハ到底不可能」であるというの

である。そして第5に，日田地方における流送路

の荒廃，未整備などもあげている。

このように三郎氏は，吉野林業と日田林業を対

比しつつ，「吉野流ノ植栽法」を，日田地方におい

て採用する場合の条件を検討した結果，その導入

はいまだ時機尚早であり，実行不可能であると結

論づける。両地方はそれぞれ個別的な条件に基づ

いて造林をしているのであって，「同一ノ事情ナ

キ地方二，直二此等ノ方法ヲ移スハ，尤モネ可ナ

ル事」だと考えたからである。日田地方には，吉

野地方において「吉野流ノ植栽法」を定着させて

いるような諸条件は，当然のことながら存在しな

いし，したがってそれを移しても成功するはずが

ないというのである。



22

しかし，三郎氏は吉野林業を全面的に否定した

わけではなかった。スギの苗木については「下腹

成長二走リテ，上長成長鈍キ」在来の日田スギに

代わって，「先天的上長成育アル吉野種苗」を用

いることを主張しているのである。彼は，「吉野

種苗」でどのような森林経営をしようとしたので

あろうか。次にこの点をみよう。

3．森林経営のプラン

造林ノ方法卜森林経営法|､ノ模範ヲ示ス

合谷三郎氏は，4人の|司志（郡会議員）ととも

に，1902年（明治35）に郡有造林の設置の提案

を行なっている。その目的は，①「l｣|林ノ荒廃二

対シテ各人民ヲ警醒シ，以テ本郡ノ富ヲ増加セシ

メル」こと，②「造林ノ方法卜森林経営法トノ模

範ヲ示ス」こと，③｢郡有林基本財産ヲ作成スル」

こと，の3つであったが，その中にはとるべき森

林経営の方向が具体的に明示されている。すなわ

ち，これを要約すれば，日田郡の津江地方に吉野

スギを1町歩6,000本，計10万本,16.7ha植林

し，30年と40年の2回間伐を行ない。50年目に

皆伐する，というものであった。以下，いくつか

のポイントについて，彼の考え方をみていこう。

（1）吉野スギについて

彼は，品種別の生育試験を吉野，彦山および津

江（日田）スギの3種について行ない，その結果

にもとづいて「先天的二上長成長ノ特色ヲ有シ，

下腹成長ノ憂少ナキ性質ヲ有」するということ

で，吉野スギの採用を主張している。科学的な試

験に基づいて考えようとする彼の態度には感心さ

せられるが，しかしこれにはわずか10年生で結

論を出したため限界もあった。

（2）植付本数（町当6,000本）について

吉野林業の密植の評価は前述のとおりであり，

これから予想されるように，彼の植付本数論は幼

齢林のうっ閉問題に絞られていた。当時，本多静

六博士は「1町5～6,000本ヲ以テ，尤モ適当」

としていたし，また日田地方では3,500～4,500

本が一般的であった。しかし，彼の実験によると

5,000本植でもうっ閉に5～8年を要しており，

吉野の1万本で8年と比べて決して良い成績では

なかったが，この計画では1,000本増やして6,000

本としたので「吉野同様ノ成績ヲ収メ」ることが

できるであろう，と考えていたのである。

（3）間伐について

当時，吉野林業の密植，多数回間伐に対しては

賛否両論があったようである◎三郎氏の整理によ

ると，論点は次の4点であった。すなわち，①

「多量ノ材横ヲ得」られないこと，②伐採した

「幼木」の使途，③間伐の収支，④間伐後の樹木

の成長停止，である。②や③は現在の問題として

も重要であるが，吉野林業の密植，間伐をこれら

の論点について抓謹しつつも，日田地方では材木

業者が「膳丸太製作ノ方法二慣レザル」こと，よ

しんぱ「作ルモ到底其販路ヲ見出ス能ズ｣，「収入

ヲ得ル事ヲ期待スベカラズ」という事情があるの

で，「30年目，平均目通り2尺5寸二達スル迄ハ

ー切ノ間伐ヲナサザル事」にしたというのであ

る。30年目に現存数の2割40年目に3割を間

伐し，50年目に皆伐するわけであるが，これで果

たして良材が得られるかという問題については，

吉野スギを用いるから問題ばいという考えであっ

た。

（4）造林事業の収益性

彼は，造林事業を「些少ノ資本ヲ投ジテ，確実

二巨額ノ収入ヲ収メ得ベキ事業」と考えていた

が，郡有造林の収益性を数字的に示すなど，造林

投資の有利性に確信をもっていたのである。

以上，合谷三郎氏の林業観を彼の書いた文章を

通して見てきた。その基底をなしているのは，第

1に，工業の発展や人口の増加が木材需要の増大

をもたらすという論理であり，彼はそこに山林所

有者の壌大の責務を見いだしていた

彼の林業観のもう1つの埜底は吉野林業であっ

た。彼の林業観は吉野林業への感嘆を発条として

いるのであり，その意味で吉野林業は模倣の対象

に億かならなかったが，彼はそういう立場はとら

なかった。それを日田地方の個別的条件と対置し

つつ扣対化して理解したうえで実現可能な造林法

として1つの森林経営のプランを示すのである。

ところで，吉野林巣の密植，多数回間伐を否定
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してつくられたこのプランでば，造林樹種として

吉野スギが採用されているが，それには2つの意

味があったはずである。1つは品種的な特性であ

り，他の1つは実生苗造林という側面である。三

郎氏は前者については詳しく述べているが，後者

については全く触れていない。日田スギが直挿造

林を意味したと同じように，吉野スギと実生苗が

一体のものと考えられていたからであろう。そし

てこれが1890年代以降における大山林所有者の

大規棋造林の物的基礎となったことは，すでに前

回述べたとおりである。

4．間伐の実行形態一展開期の労働組織

合谷家の森林経営は，1920年（大正9）ころに

は拡大造林も一巡し，それ以前の荒々しさは影を

潜める。かわって間伐や皆伐跡地の再造林などが

主な事業となり，労働力の調達様式も従来の請負

から，番頭や年雇，常用を主体とする形態に変わ

っていく。長年番頭を勤めていた田北氏(1981年

没）は1921年（大正10）に合谷家に入っている

が，このころから林業関係の作業もこれらの労働

力で，腱業や製茶，楮蒸などの家業と調整しつ

つ，行なわれるようになっていくのである。

林業関係の作業では間伐作業のウエートが高か

った。合谷家では間伐木は下駄用材として販売し

ていたが，これは次のように行なわれていた。労

働組織は下駄先山と下駄挽に分かれ，前者は間伐

木の選定と伐倒，造材，集材を行なっており，伐

採木の選定などかなり高度な技術が要求されるこ

ともあって主に番頭や常用がこれに当たった。

一方，下駄挽は山床で下駄用材（F駄枕）を製

材する職人であり，合谷家が請負いで雇用してい

る組は7～10人によって構成されていた。同家

はこうして生産された~ド駄枕を日、町の下駄商人

に販売しているが，

年（大正12）につ↓

と，女物で売値8.1

く，ついで駄賃（過

代0‘1銭で残り2．2

となっている。利溢

生産量のi碇も大きかった1923

足当たりの経費を見る､て1

と，女物で売値8.1銭のうち挽賃4.2銭が最も高

く，ついで駄賃（運搬）1．0銭，先山0．6銭，縄

代0‘1銭で残り2．2銭が木元である同家の純収入

となっている。利益率は26％余であった。

このような形態の間伐は1910年代後半（大正

5～）に始まり，1926年（大正15）まで続けら

れている。残された資料では，何年生の林分を間

伐したものかはわからないが，同家の造林の盛期

（1890～1910年）から考えると20年生程度のも

のが対象となっているようであり，前述の森林経

営プランの間伐計画（第1回は30年）よりも早

くなっているのが注目される。三郎氏の森林経営

プランでは，うっ閉後は林分がきわめて過密とな

り，肥大生長の著しい低下を避けることができな

かった。これが間伐の繰り上げによるものだった

とすれば，このような状況下での森林経営プラン

の軌道修正とも考えることができるからである。

一統一

（さかいまさひろ・九州大学腱学部助手）
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全国市町村有林めぐり●南小国町有林

’
11

1
駿河義美

百年の大計で公益的機能の高揚を図る

1．南小国町の概況

南小国町は熊本市から70km,熊本県の最北端

阿蘇外輪山の北山麓に位置し，筑後川の最上流水

源地域に広がる総面積11.6km2,人口5,300人の

町である。

標高320～800mの起伏の多い地形に，いくつか

の小盆地が形成され耕地が開けているが，多くは

森林・原野で東北に九重連山，南に阿蘇を望み，

その高原美と黒川温泉をはじめ各所に湧出する温

泉とがあいまって風光明媚なところで，自然休養

村に指定されている。

町の産業は，林業と米や畜産，高冷地蔬菜を作

目とする腿業の第一次産業が主体で，第二次産業

についても木材加工業が中心をなしており，森林

資源を生かし，付加価値を高めるこれら関連産業

の振興が望まれている。

写真･1林相

2．林業の概要

南小国町は，自然条件に恵まれているため古く

から造林が行なわれ，良質な小国杉の生産とクヌ

ギ資源を活用した椎茸栽培が盛んであり，隣の小

国町とあわせて小国林業地といわれ，林業は町の

基幹産業となっている。

町の総森林面積は9,61411aで，林野率は83%に

及び，うち民有林は9,240haと大半を占めている

内 訳

|天“’ 灘；
＃雛 表･1森林の現況(単位:ha)

その他|人工林率

37429980%6411国有林

直営林

町学校林

民有部分林
林町有原野
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盗料：熊本県林業統計要覧

南小国町有林経営計画書
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が，スギを主体として人工林化は進んでお

り，この資源を基に年間2万5zFms前後

の素材が生産されている。しかし，保育を

必要とする若齢林分が多く，その育成と未

利用原野への拡大造林が，地域林業の大き

な課題である。

町では，優良木材の供給基地としていっ

そうの振興発展を目指し，生産基盤の整備

をはじめ，森林費源の育成充実に，積極的

に取り組んでいる。

3．町有林の成立

小国地方の造林は，宝腰年間に細川藩が藩

有林に直挿しを命じたことが始まりで，明治

の初期に大分県日田地方に通ずる水運が開け

るとともに，林業の産業としての地位が高ま

っている。しかし，乱伐により森林が荒廃し

ていったが，この状態を憂えた篤林家の提唱

によって再び造林が盛んになり，小国地方の

風土に適した「ヤブクグリスギ」も導入さ

れ，造林地は拡大している。

直営林はこのころ，｜J1治40年代から大正

表･2直営林施業の計画と実績

52

1,231
917

町資料による
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図･1直営林人工林（スギ・ヒノキ）の齢級別面積・蓄積

盗料；南小国町有林経営計画書

職の45％を占めており，この活用は町の振興にと

って重要である。このため町は，経営計画を昭和

2年に最初に編成以来，5年ごとに策定している

が，その基木方針は，①基本財産造成により自主

財源の確保に努め，恒続的な町財政の|句上を図

る，②町有林経営を通じて一般林家の林業生産活

動を喚起し，地域林業の振興発展に努める，③広

大な町有入会林野の近代化により，森林資源の増

大，経営の安定を図る，④国土緑化，保全に努め，

治山・治水等の公益的磯能の高揚を図ることであ

る。

（1）直営林

昭和55年3月に策定された経営計画書による

と，直営林而砿は242ha,総蓄積3万1千nl8で，

人工林は236haとスギを主体に人工林化が進ん

でおり，年間1zFm8の素材が生産されている。

人工林の|蹄級構成は，Ⅳ齢級31％をピークに若

齢林が多いが，20年後には蓄積が7万2千In8と

予測され，2～3:1am3の素材生産が見込まれて

直営林はこのころ，U1治40年代から大正にか

けて，村の雄本財産づくりが村の振興の礎である

という愛郷の駕志家167名が，自己所有山林を村

へ寄付したのが始まりで，その面積は約140haで

あった。

また，他の町有林野は，官有となっていた旧村

持山が，国有林野下戻法により下戻後寄付された

ものと’部落有統一によったものとである。最初

の下戻申請は明治33年であるが，申請の過程で，

下戻を得た林野は村の基本財産に編入する旨の村

会議決がなされ，部落有林野の帰属が図られてい

る。しかし，旧慣利用の強さで統一は難行し，①

草場の使用は従来の慣行を持続②造林した場合

は，村3，部落7の分収歩合の部分林とする，③

天然林の売却にあたっても②と同じ分収とする，

という条件が付されて現在の町有林野が成立した

ものである。

4．町有林の経営

現在，町有林野は直営林，学校林，部分林，町

有原野で，その面職は4,115haに及び，民有林面
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表･3町有林の収入（単位：千円）
55ｌ

｜
口
一

|’

5045

町資料による

首林経営（単位表･4入会整備完了後の町有林経営（単位:ha)

在綴喜｜
-1

242

71

396

3，544

区分’現在保有面積 術考

財産収入の噛大

蹴木処分を入会脈者が自曲に行
なえることとなる
高度利用による生産性の順1上

直営林

学校林

部分林

町有原野

計4,253 721

町資料による

管理し，伐採は，町において森林組合に委託し実

施している。

（4）町有原野

3,544haの原野は入会権者（牧野組合）が管理

し，採草放牧といった畜産を主体に利用されてい

るが，この中にはクヌギが点在散生しており，椎

茸原木として活用され,55年度は1万5千本を伐

採販売し,､3,500万円の収益をあげている。

この原野は，近年牛馬飼育頭数の減少により，

利用度が著しく低下しているが，町では土地の有

効利用や権利の近代化を図るため，昭和47年に

「町有入会林野整備要綱」を定めて整備を進めて

いる。これによると整備の基本方針は，①土地に

ついては面積の10％を純町有とする，②天然木は

入会権利者有とする，③既存の部分林について

は，15年生以下ば評価の10％を純町有とし，16

年生以上は30影を純町有とする，とされている。

現在までに695ha,14集団を着工し，整術された

のは6集団,376haで，うち36haを純町有地とし

て取得している。整備により入会権者は臘事組合

法人等を組織し，活用しているが，造林や畜産意

欲が高まるなど多大の効果をあげている。なお，

整備地の一部には，キハダ，ゼンブリ，山椒等の

薬草栽培を行なっている。

写真･2素材生醗状況

いる。現在の森林施業は，若齢林に対する保育と

再造林であるが，適正伐期齢を40～50年と定め

て良質材生産を目標に育成を進め，一部の林分に

ついては，老齢期に至っても，なお旺盛な成長が

みられる小国杉の特徴を生かし，保存木を選択し

て100年伐期の優良大径木づくりを目指してい

る。

町有林の経営は，管財課にて専従1人，兼務3

人の職員で行なっており，保育，造林については

年600万円前後の予算で請負委託し，伐採は森林

組合委託や立木販売を行なっている。また，直営

林の成立過程からその経営に対する住民の関心は

高く，議会においても年に数回現地を査察し，適

正な経営を促している。

（2）学校林

学校林は71haで，各学校に組織されている後

援会において管理，運営しているが，学校林収入

は全額助成金として後援会に交付され，教育設附

費等に充てられている。

（3）部分林

部分林は396haで，元中原造林組合をはじめ，

130の造林組合が町と7対3割の分収契約を結び
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5．町財政と住民生活への寄与

町有林は，その成立過程から町財政および住民

の生活に深いかかわりを持ってきている。

町有林からの収入は，昭和30年から40年代に

おいて，町歳入総額に占める割合が16影前後と

大きかった。近年，木材価格の低迷や歳入総額の

相対的な増大により，そのウエートは低くなって

いるが，他に収入の少ない町財政にとって自主財

源として貴重である。その財源は，集落道路の整

備や保育所の建設，公閲の盤怖，消防施設の整備

等に充当され，住民の生活環境や福祉生活の向上

に大きく寄与している。特に，九州の軽井沢と称

される高原美を有しながら開発が遅れていた町の

東部，大分県境に広がる瀬の本高原の昭和38年

ごろにおける開発にあたっては，電気や電話水

道の導入事業資金とされ，今日の当地域発展の基

礎となったことは特筆すべきである。

また，学校林収益は，教育施設整備費やスポー

ツクラブへの助成，図書の購入等に充てられ，教

育の充実に大きく貢献している。なお，部分林や

町有原野からの収入の地元分収金は，集落の集会

所建設や林道等生産基盤整備の地元負担金に充て

られ，生活環境の向_上や住民の負担の軽減に寄与

し，原野から生産されるクヌギは，椎茸原木とし

て，林象の貴重な現金収入源である椎茸生産にな

くてはならぬものとなっている。

6．今後の町有林経営

以上述べたように,111].有林は地域の振興に大き

く貢献しており，将来ともIIn.の避本財産として育

成充実を進めていくことが肝要であるが，経営管

理上の課題として，①一般財.源として恒続的，か

つ安定的な収入を得るには，直営林保有面積が不

十分である，②若'蹄林が多く保育が必要，③林内

道路網の整備が遅れ，事業コスト高である，④直

営林は，その成立過程から142カ所に散在し，管

理に支障があること等があげられる。

これらの課題を踏まえ，今後の経営をいかに進

めていくかであるが，町は町有林経営基本方針を

大きな柱として，以下の経営計画を樹て，積極的

に取り組んでいる。
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①直営林経営基盤の安定を図るため，入会林野

整備を積極的に進め，将来の直営林を650ha以上

に拡大するとともに，散在している直営林を，寄

付者の篤志を尊重しながら整理統合を行ない，管

理，施業の効率を高める。②百年の大計の下，地

域林業振興の先導的役割と収益の確保を図るた

め，各々の林分に適した経営を進める。好条件の

林地では，特殊用材の生産を目標にするが，これ

には,i)優良大径材の生態一林木の中から100

年伐期の木を選択し，保存木施業により優良大径

木に育成する,ii)絞丸太と四m無節材.の生産一

早期枝打ちや絞等，特殊な育林技術を導入し，優

良な木材生産を図る。伐期は15年から25年とす

る,iii)縁桁材.の生産一伐期を50年と定め，枝

下高16nlの通直’完満,無柱の縁桁材を生産する

計画である。なお，普通林地については，伐期を

40年から50年と定め，保育や間伐の適期施業を

行ない’一般建築用材の生産を目標とする，③林

地の有効利用と単位収入の増大を図るため，現在

試験的にオーレン，竹節人参，ドクダミ等の薬草

を林間栽培しているが，本格的生産を目指す，④

林道や作業道の作設を進め，高密路網の実現によ

り生産コストの軽減を図る，⑤椎茸生産林家に安

定した原木供給を行なうため，原野へのクヌギ林

造成を進める。

7おわりに

南小国町有林は，町の財政に，住民の生活に大

きく貢献しているが，町当局は基本財産という理

念に基づき’その盤術育成に懸命の努力を払って

いる。その’計画的経営，森林施業により資源は

充実し，将来伐採許容騒が増大することが見込ま

れ，町の経営基本目標である恒常的な財政への寄

与，林家の生産活動の喚起，地域林業の振興等，

必ずや達成できると確信し，明るく住みよい町づ

くりに大きく貢献することを願うものである。

（するがよしみ・熊本県阿蘇聯務所林務観光課）

参考文献：南小国町有林経営計画111

「林業の小国」
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’ 狩野亨二

貝原益軒の林業思想の一考察

1．貝原益軒の生涯と著述

貝原益軒（1630-1714年）は黒田家の家臣,貝原寛斎

の末子として福岡藩の福岡城内に生まれた。母は緒方

氏。

益軒の生きた時代は徳川幕府を頂点とするいわゆる幕

藩体制の下に，大名，農民の統制が強化され，鎖国の実

施とともに，思想的にも朱子学を官学とする封建制維持

のた必の政策が行なわれて，幕藩体制の埜礎が確立，安

定した時代である。

しかし，17世紀後半，五代将軍綱吉治下の寛文，延

宝，元禄の時代には，山鹿素行（1622-1685年)，熊沢

蕃山（1619-1691年)のよう癒朱子学に対して批判的な

儒学者が現われ，進んで幕政に対して批判を加えた。こ

れらの儒学者はまた江戸時代初期以来の木材乱伐による

山林の荒廃を憂え，山林の持つ重要性を税いたことは注

目に値いする。

さらにこの時代には，わが国最初の体系的膿瞥といわ

れている『農業全書』(元禄10年)刊が,宮崎安貞(1623

-1697年）によって著われ,彼と親交のあった貝原益軒

が単なる文献上の儒学研究にとどまらず，広く自然現象

に目を向け，大著「大和本草』を著わしたことは，新し

い時代の胎動を示す出来事であった。

益軒は幼少のころより学問を好み,19歳で黒田忠之に

仕えたが，3年目で早くも職を免ぜられている。理由は

不明である。藩主忠之の怒りに触れたためというが，益

軒は温厚な人物でもあり，以後も誠実に福岡蕪のために

尽しているところから，益軒免轍はむしろ滞主忠之の性

格にあったと思われる。

しかし，益軒は篭免の前年，慶安2年（1649)，藩主

忠之の長崎警備役に従って長崎に赴いたほか，承応3年

(1654）25歳の冬，再度長崎に遊学し，明暦元年(1655）

にも3度長崎に赴き，この年さらに京都，江戸にも赴

’

き，見聞をひろめた。

翌明暦2年江戸藩邸にあった父寛斎とともに帰藩し，

承応3年（1654）に藩主になった光之の命令で12月復

任した。益軒時に27歳。7年に及ぶ浪人生活に終止譜

をうった･新藩主光之は父忠之に代わり，文治体制への

転換をなし，これとともに益軒がその素質を十分にのば

し得る体制が整えられたといえよう。明暦3年益軒は28
せきご

歳で京都にのぼり，松永尺五(1592-1657年)，山崎闇斎

(1618-1682年)，木下順庵(1621-1698年）等について

講義を聞いた。

益軒は学問に理解のある藩主の庇護の下に，この後も

京都，江戸あるいは長崎をしばしば訪れ，学問の研鑛に

努力した。『益軒先生遣事略』には，「塾iI劇瓜!紳十極

111′卿,,1鴎晨榊ll+惇図『員蝋塑柳隅」とある。また，

｢唾1,趨瀧室“輔裡,撫緯溜輸」く，たくさんの紀行文を完

成して，益軒の著作のひとつの特色をなしている。

益軒が旅行中に見聞して記述したものの中には林業史

上注目すべきものが少なくない。たとえば益軒晩年（80

歳）の著作,宝永6年(1709)の『木曽路之記』巻の上で，

木曽御撤の状況から木曽山中における木材の産出状況，

杣人の生活，労働の様子，木材の搬出，売買等につい

て，益軒はかなり細かい観察を試みている。老年にいた

っても衰えない益軒の頭脳に敬意を表しないではいられ

ない。また著作年代は不明であるが，晩年の作とされて

いる『扶桑記勝』は日本各地の木材生産にも触れ，諸国

名産のうち木材および木製器具等木製品の名称，産出国

名等を記戦しており，林業史研究上注目される。たとえ

ば，「駿府記事」の項目のなかで「駿府の町数百三十町，

薪材木甚多く，其価やすし。阿部山より出る材木薪，共

に駿府にあまりて，江戸にうる。凡材木薪等，車につみ

て満水に出し，船につみて江戸に遣はす」云々とあり，

駿府周辺の木材生産の有様を伝えている。

維軒の80年に及ぶ生涯は，門人竹田定直の『墓砺銘』



にあるとおり，謙虚な態度に終止し，熊沢蕃山や山鹿素

行のような波乱に富んだ生活を送ったわけではない。益

軒は終生平穏な生活の中で学問に励むことが出来たこと
11鼻

を感謝して，自ら『慎恩録』の中で，「即譜將錨,,腓授
11心 01＝OI11kjい亀卜1糸紙

片N劃I"I!鯉筆測昼1腿!鎖霊I漁膿11瀧繊I鑿1諏終』綿
÷￥いふ 糸篭

1，時鶏喫･く矧Nl･K斜締ヨ鑓」と述べている。

益軒は蕃山や素行のように，幕政の批判や反朱子学的

態度を露骨に示すことなく,r大和本草』の自序にある

とおり，社会現象よりむしろ自然現象，いわゆる本草の

学に興味を示す型の学者であった。益軒は現実をふまえ

て,広く経験実証にもとづく学問の樹立に努力し,その著

作は人文科学，自然科学の両面にわたって行なわれた。

益軒は晩年にいたるまで学問の研鎮を怠らず，彼の林

業に関連した思想を窺うことの出来る著作も，元禄7年

(1694）65歳以降，正徳元年（1711）82歳の期間に完成

されている。すなわち，『花譜』は元禄7年（1694)，65

歳,『大和俗訓』は宝永5年（1708)，79歳『大和本草』

は宝永5年(1708)，79歳,『家道訓』は正徳元年(1711)，

82歳のそれぞれの著作である。維軒の学者としての偉

大な資質と，たゆむことのない彼の努力に篭嘆しないで

はいられない。

益軒は『近世碕人伝』の著者,伴簡膜(1733-1806年）
&、よい友

の指摘しているとおり，「年穣るに従ひ,侯家の礼遇弥
しきり （13年）

厚く，累に采地を加へらる。元禄庚辰歳71,老を告て
つかえかへゆたか

事を致すといへども，尚月俸を賜ひて，其老を優にす」

という有様で，晩年にいたるまで其の学才にふさわしい

待遇を群当局から受けた．

益軒は正徳3年（1713)，夫人(東軒と号す)を失った

が，その翌年，すなわち正徳4年（1714）8月27日，病

のために85年の生涯を終えた。益軒85年の生涯は，儒

学，本草学，教育学等多方面にわたり特異な業績を残

し，彼は江戸時代の学問の歴史の上に大きな足跡をのこ

すことが出来た。

2．貝原益軒の林業思想

貝原益軒は儒学者であり，博物学者であるといわれて

いるように，一般の儒学者と異なり具体的に物を考え

る，いわば実証的科学精神の持主で，当時の学界にあっ

ては特異の学風の学者であった。彼は林業の実際には直

接関係をもたなかったが，本草学者として林業の基盤と

なる樹木そのものに関心を示した。益卿:の植物としての

杉桧等の栽培技術は，彼の友人である宮崎安貞の著作，

「股業全瞥』の造林技術や腱用林育成の記述に大きな影
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瀞を与えた。

本草学者である益軒の研究は，安貞の林業技術，山林

(股用林）経営論となって開花し,I'農業全書』の普及と

相まって，後世の林業技術，思想の薙礎を形成したと考

えることが出来る。益軒は樹木そのものに関心を示した

博物学者，儒学者，あるいは教育学者として，江戸時代

林業思想史上，逸することの出来ない学者である。

『益軒全集』（国書刊行会）全8巻を通覧して，益軒

の林業思想をうかがう文献として次の著書を挙げること

が出来る。

すなわち，『花譜』（元禄7年)，「大和俗訓」（宝永5

年)，『大和本草』（宝永5年)，『家道訓』（正徳元年）の

四醤である。以下この四書を通じて，益軒の林業思想を

考察することとする。

（1）『花譜』における林業思想

『花譜』は上中下三巻よりなり，元禄7年,（1694)，益

粁65歳の時の著作で，花卉の名称,種類,効用並びに栽

培宏法を説いた書物である。

『花譜』序において，益軒はまず｢花木芳艸｣を観賞す

るのは君子の楽しみであるとしているが，君子たるもの

はこれに溺れてはならず，また正しい「花木芳艸」の栽

培方法を知らなければならないとしているように，普通

の儒学者とは異なる性格がみられ，益軒の本草学者，博

物学者としての本領がみられるのである。

次に『花譜』三巻の本文について，その林業思想をう

かがうこととする。
nm

益軒はまず『花譜』の_'二巻，総論において,「祭典躯′
Iくい神Kい、恥

1塁-』陣′篤』軽′蕊』蕊′熱測」の各項目について，主と

して中国の文献に基づいての説明を行ない，さらに自説

を加えている。

上に述べた益軒の中国文献については，次のような文
、輝

献が挙げられる。すなわち，「燕』蓮」の項目では，斉民

要術，月令広義，農政全書，史記，種樹書，園史等が見
K恥 ウリ問い

られる。次に，「吟』蝉」の項目では，農政全書,「薫聖蝉」
、楡

の項目では月令広義，農政全欝，「鞘典韓」の項目では農

政全普，本草綱目，物類相感志,また「謹養」の項では，

月令広義，園史，農政全書，種樹普，養老新書等。

当時にあっては，上に挙げたような中国文献から，植

物の栽培技術の面を抽出して，日本文として総合分析を

なし，各項目にまとめたということは，極めて価値の高

かった作業といえる。

以上に述べたように，益軒は『花譜』において，中国

文献を引用して草木の栽培法を述べているが，この栽培
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技術の総論では，杉，桧，松などの重要造林樹種につい

ては特に触れるところがない。しかし，草木一杉，桧

松等を含めての一栽培技術の基本を把えている点は注

目すべきであろう。

松，桧，杉の扱い方については，『花譜』巻之下の

「木」の項において若干説かれている。

（1）松

松については，中国書の『農桑通訣』，『種樹書』の二

書から引用し，「松は百木の長也」として，その培漣法

について述べている。

ここに益軒と親交のあった宮崎安貞の著作『農業全

書』をみるに，松の項では，「松は百木の長とて，木偏

に公の字を書きたり」とあり，益軒と安貞の著作の間に

密接な関係があったことが想像される。また事実益粁と

安貞とは親交があり，安貞は益軒に中国腱書の解説をし

ばしば依頼したとみられることは，井上忠がその箸『貝

原益軒j(吉川弘文館・人物双書103)において述べられ

ている。

以下益軒の『花譜』と安貞の『農業全書』に書かれた

松に関する栽培法やその学問的性絡の相違を比較しつ

つ，益軒の松培蕊法について述べることとする。

さて益軒は松の培養法について，「農桑通訣にいはく，

松をさすには，2月の中の前後5日新枝をきり，穴をほ

り枝をいれ，土を入て，きびしくつき堅む。くもりたる

時にさすべし。雨に逢へば必生ず。雨なければ，生ずる

事数すぐなし」と述べ，また「種樹書にいはく，松を植
トミ

るには,K弾を切去て，只まはりのひげねをとどむれ

ば生ず。春分の後植る事なかれ。秋分の後植くし。根を

堅くすべし。動かすことなかれ」と述べている。すなわ

ち，前者では松の挿穂造林法が述べられ，後者では松の

植樹造林法を説いている。

安貞はr農業全書』で，「う出る法」という項目をあ

げて松の植樹造林法について述べているほか，松の種子

の採取，植林の時季，松材の伐木の注意から，さらに進

んでは，「惣じて松は地をきらはずよく生長し,大小材木

に用ひて世の助となる良木なり。余地ある所，海辺又は

、鼠の陳りとならぬ所にはいか程も多くうゆくし」と述

べて，挫民の生活上の有用木として，具体的に社会生活

と密着した立場で，松の植栽を説いている。そこには安

貞の応用学としての農学者的立場がよく現われていると

いえよう。

一方錐軒は『花譜』において，松の植栽法を自説を交

えながらも中国文献に基づいて説いている。その内容は

安貞のように農民の生活への実用性を意識するより，冷

静に客観的に，松を「花木芳艸」の一種として観察し，

後の『大和本草』において大成される本草学者の立場の

一歩手前にある感じである。

(2)杉

益軒は杉の造林法について次のように述べている。

まず「杉赤土によろし」とて，杉の造林適地について
急や

述べ，また「杉の種類多し」として，鬼杉，綾杉の名を

挙げている。

杉の造林法としては，実生も挿木もあるとして，「お

よそ杉は実をうへ，或さし木にすべし」と述べている。

安貞が「子うへ，さし木共に宜し」と述べているのと同

様である。

益軒は直材をつくるには，実生の方法によるほう力蛍宜

しいとて，「木の直なる事，さし木は実うへのよきには

しかず」と述べている。

杉の挿穂造林については，「杉の枝をさす法」として

次のとおり述べている。すなわち，「正月枝の梢を用ひ

て牛馬の耳のごとく，一枝を一把にからげ合せ，かねて

土俵をこしらへ，三方に数百茎さし，池水に俵をひたし

おく事什日，枝は水にひたさずして後白根生る時とり出

し，溝をなして横にうふ。是風にあたらざる故によく有

付也，自然に上に生長す｣。さらに益軒は以上述べた杉の

挿穂採集の時季，穂栫等のほかに挿穂の適地，時季，方

法等について次の様に述べている。「正月陰地の少しめ

りたる所にさすべし。赤土のやはらかにねばきがよし。

別の枝にて穴をつきてさすべし。険地なくば日おほひを

すべし。しばしば水をそ担ぐべし」

（3）桧

益軒は桧の造林法について，『花譜』の中で『農桑要

訣』にいはくとして，中国腿普からの引用を示してい
ぁ

る。すなわちその説明に，「桧をさす事，二三月芽のい

でんとするとき，先亦土をよくくだき，水をかけ，間を

おきて水をそ苫ぎ，桧の険小指のごとくなるを，長さ一

尺五寸ばかりにきりて，馬の耳の形にそぎ，先小枝を

以，土をさして穴をなし，其あとに枝をさすべし。高さ

五六寸以上なるべし。しばしば水をそふぎ，上は日おほ

ひをすべし。来春うつし猟る蕊，松をうふるがごとくす

べし」とある。

益軒は松，杉の場合でもそうであるが，桧の場合も造

林法を説くというよりむしろ「花木芳草」の栽培法を説

くという姿勢に近い。



（2）『大和俗訓』における林業思想

『大和俗訓』は益粁79歳，宝永5年（1708）の著作で

ある。

益軒自身が，『大和俗訓』の自序で述べているように，

『大和俗訓』八巻は，通俗教化誉を目的として，平易な

俗語交り文で編まれたものである。

益軒はこれについて，「高きにのぼるには，必まづふ

もとよりし，遠きにゆくには，必近きよりはじむる理あ

れば，伽の不幸にして溌字をしらざる人の為に，いさ騨

かむかしきける所のことはりを，今の俗語を以てかき，

あつ妙て八巻とし，名づけて大和俗訓といふ」と其の編

繊目的を述べ，また'~世の中の夫婦の愚なるも，あづか
マメムギ

リしらしめ，兒女のいとけなくて，寂麦をわきまへざる

をも，さとさむことをこひねがふのみ」と庶民の教化に

希望を託している。

通俗教化を目的とする『火和俗訓』においては，「仁」

から税きおこして「陰徳」におよび，人倫，鳥獣，草木

の順序で万物を愛すべきことを説いている。

すなわち，まず「仁」を説明して，「仁は人をあはれ

み物をそだつる善心なり。是天地のめぐみの心をうけて

人の心とする所なり。故に孟子に，仁は人の心なりとい

へり。入ごとに生れつきたる本心なり。君子はこの本心

を失はず，おのれを愛する心を以て人を愛し，人我のへ

だてなし」と述べ，「仁」を実行するのに，順序を以て

なすべきことを説いている。そして，「父母兄弟を愛す

るは，仁を行ふ本なり。主君は父母にひとし・次に親類

臣下朋友，次に万民を愛すべし。又その次に鳥けだもの

繊魚を愛してみだりに殺さず。次に草木を愛してみだり

にきらず。是人をあはれみ物を愛する次第なり」として

いる。

益軒の説く「仁」の思想からいえば，草木は順序とし

ては，最後に愛されることになるが，これは草木を決し

て粗末に扱うことにはならない．すなわち，益軒は同書

において引き続き，「草木も時を以てきり，鳥獣も道理を

以てころすは義なり。鳥峨草木癒りとて，みだりにころ

しきるは不仁なり」として，草木を伐るにも時を以てす

べきこと，草木の与えられた生命を尊重すべきことを説

いている。つまり，ここでは草木愛護の精神が「仁」を

根底として説かれているわけである。

時を以て草木を切るべきであるとする思想は，「諭子」

梁恵王編中の「欺賑嵐A聖『くルヨ樟,′養畏終瓜腫側謹腰，

筆」と同一思想であり，山鹿紫行が『山鹿語類」におい

て，右の「孟子」の章句を引用して樹木の適時伐採を説
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いているのと同じく，「孟子」梁恵王編中に現われた思

想が，その根底にあったことは明らかである。

益軒は結局，「草木を時を以て切る」という「仁」の

思想を根底において，それが「物をそだつる善心」であ

るとして，「仁」を基礎とした草木育成，愛護の精神を

説いているのである。

益軒は『大和俗訓』において，「仁｣からさらに「陰徳」

の思想に説き及んでいる。すなわち,"1W:は「陰徳と

は，善を行ひて，人にしられんことを求めず，只心の内

にひそかに仁愛をたもち行ふをいふ」とか，また「心に

仁をたもち，身に藤を行ひて，其善を人のしらん事をも

とめざるを陰徳といふ」と述べて，「険徳」の概念を説

明している。そしてさらに進んで「草木をみだりに切ら

ざる，皆是険徳なり」と述べ，所三男博士が述べられた

ように，「草木愛礎｣を｢陰徳｣の立場から説いている。

人に知られないようにではなく，人に知られることを

求めないで善を行なう事が陰徳であり，草木をむやみに

切らない，つまり理由もなく切らないという｢草木愛護」

の精神は「陰徳」の精神に通じるのだというのである。

草木をむやみに切らない，理由もなく切らないという

事実は，「時を以て切る」という事実に裏付けられて初

めて，草木伐採の合法性が承認され，その精神は「草木

愛護」の精神に通じるのである。「仁」と「陰徳」とは

その根底において相通じているわけである。

「陰徳」の思想は中国古代の『准南子』（前漢の准南王

劉安の撰，二十一巻）に，「雑1,錘浬榊′憩仰11雲簿!′

無,,聖仁榊′曹悴‘,堅雷,」とあり，中国の思想に源をお

いていることは明らかである。

「陰徳」の思想は江戸時代において一般民衆を教化す

る場合にも盛んに税かれた。寛政6年（1794年）の『家

業相続力草』という書物をみると，「子孫相続して永く家

の繁栄ならんことをねがはば，陰徳をつむにあり」と書

いてある。「家の繁栄」のためには「陰徳」をつまなけ

ればならない。この場合，人に知られる事を求めないで

善を行なう，つまり陰徳をつめばそれはやがて，後に必

ず「我が身のさいはひ｣，「子孫の繁栄」があるというの

である。一般民衆に陰徳を説く場合，何やら背後に打算

を感ぜしめるということは，言い過ぎであろうか。封建

社会では陰徳が何やら消極的な一種の保身術めいている

きらいがあるが，「陰徳」自体は非難をされるべき行為

ではあるまい。

ともあれ，益粁は「仁」を説き「陰徳」を税いて，草

木育成愛謹の精神を説いたのであり，鍬､社会に通ずる
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「自然愛潤の精神を説いたことになるわけである。

（3）『大和本草』における林業思想

貝原益軒の晩年の名著『大和本草』は，真に雛軒のラ

イフワークといってよく，宝永5年（1708年)，雛軒79

熊の時に完成した。この脅物によって，’1本における最

初の体系的な生物学書が出現したといわれている。

『大和本草」の成立過程,内容,特色等については，井

上忠氏がその箸『貝原益軒』(吉川弘文館,人物双辨103）

で詳しく説明しているが，益軒はその自序で，この番の

執筆の動機を次のように述べている。益軒は生来病弱

で，その結果自己の健康，生命保持の目的で本草に関す

る書物を好んで読んだ。彼は事実そのものを究める「物

理之学」研究に志した。「物理之学」とは朱子学の研究

方法，「格物窮理」の略語と解されているが，今日の物

理学とは当然性格を異にし，朱子学の方法が一応裏付け

に煎っているとしても，事物の道理，事物そのものの真

相を究めようとする科学性が多分に含まれていると考え

られる。雛軒の場合，本草学，つまり今日の生物学に通

じ，動植物，鉱物に及んでいる。

さて，益軒晩年の大作『大和本草』は，中国の本草学

の書物，その他日本の書物や自己の見聞に基づいて，動

織勿，鉱物等の名称，来歴，形状，効用等を述べ，全部

で全一'一六巻，通計1,362種の品目が数えられる。以上の

事は益軒が『大和本草』の自序において書きしるしてい

るとおりである。

樹木のことについては，『大和本草』の巻之-1-,木之

上，巻之十一，木之中，巻之十二，木の下において述べ

られている。

巻之十，木之上には四木類7種,果木類44種,巻之十

一，木之中には薬木類32種，園木36種，巻之十二，木

之下には花木40種，雑木92種が挙げられており，最後

に「右木類，自木之上至此凡二百五十一種」としるして

いる。

上のうち，いわゆる林業に関係ある樹種としては，

杉，唐杉，桧，さはら水が挙げられている。

（1）杉

杉については，拙軒は『大和本草』において，「木直

なり。故すぎと云。すぎは，すぐ也」とまず杉の語源を

説き，次に杉の種類については，確類頗多し。亦白あ

り。赤杉を蕊‘盛。鬼杉あり。木子ぢけ,木理ゆがみてあ

し畠。K1悔鐸」と述べている。また「日本に昔は杉

を，まきと云。まきの戸など云も杉戸なり」と杉のまき

との関係を述べている。次に柱の用途に関しては，「凡

杉は美材なり。柱とし，棺に作り，土に埋み，桶とし，

水を入て久しく牒樫。屋をつくり，船につくり，帆柱

とし器を製す」とある。

次に杉の造林法については，「枝を正二月に挿みて能

生ずれとも，実をうゑたるが正直に美材となるにしか

ず。山に宜しく，黄赤土に宜し・沙土に終“」と述べ

ている。すなわち造林に際しては実生造林のほうが，挿

穂造林より材質に優れていると指摘している。

なお益軒は「油杉」を杉の一品種として挙げている。

すなわち，「油杉」は「香臭jあり，酒の味を佳良なら

しめ，また棺の材料にも油杉が適当であると述べてい

る。この「油杉」とは一体いかなる杉であろうか｡また

｢唐杉」という杉の品種を挙げて，「近年異邦より来る」

と述べ，「蛮種」として取り扱っている。この唐杉は，

「葉細に枝しげし。春初挟めば能生く」として，その特

徴と挿穂による造林法を説いている。さらに，「一名ひ

めすぎ」であり，「しげくうゑて雛とするによし」とあ

り，用材とするより，むしろ園芸用としての価値を認め

ている。

さて，右に益軒が繋げた油杉と唐杉であるが，現在の

杉に関する研究書，たとえば佐藤弥太郎監修の『スギの

研究』や，『牧野，日本植物図鑑,改訂版』には品種名と

しては見当たらない。宮崎安貞の『農業全書』にもその

名は見当たらない。そうしてみると，油杉，唐杉ともに

益軒が中国農書における品種名をそのまま『大和本草』

において掲げたのかもしれない。

（2）栓

益軒は桧についても，名称の起源，造林法，用途につ

いて簡単に述べている。

まず名称については，「是を錐にてもめば，火を生ず

る故，火の木と云」と述べ，また「其心を，ひでと云。

油ありてよくもゆ」と述べている。また「凡桧は，さし

て能生ず。二十年をへて大木となる」というように，挿

穂による造林を説いている。

先に益軒は杉の場合，挿穂より実生による造林法を良

材を得る方法として指摘しているのに対し，桧の場合に

は，「凡桧は，さして能生ず」として，挿穂による造林

法をすすめている。

益軒は桧の用途について，「柱とし器とす。良材なり」

と述べ，桧の用材としての優秀性を認めている。

（3）さはら木

益軒は『大和本草』において，杉桧とともにさはら木

について述べている。さはら木「和品」として，「桧の
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す．るは，まことに君子の楽なり」と述べて，『家道訓』

と同じ性絡を表現している。特に草木の「生理を静観」

し,「其花を愛賞」する態度に，儒者で本草学者でもあ

る益軒の性絡が浮き彫りにされているということが出来

る。

益獅は『家道訓』において，「草木をうゑて愛する」

の心得を懇切ていねいに述べている。たとえば，「いと

まあるとき少心を用て，あるにまかせて求めやすき物を

う塾くし」とか，「園にう出る，草木異なるを好むべか

らず。又しげきはむつかし」と述べ，さらに「宅にはじ

めてうつらぱ，先はやく果木をう掻くし。次に作木に及

墨くし。十年の計は木をうゞるにあり。樹木をう＆るに
<麺もの

は粟を先とし，花を次とし，葉樹を又其次とす」とし，
もみまきい砲座念ななみ〔アヲキ）

「葉樹は杉，桧，樅，金松，羅漢松，冬青樹などよし。

竹を北方に多くう塗くし」と述べている。

右に述べたとおり，「葉樹」のところでは杉，桧，樅

などの用材樹種がでてくるが，益軒は他の「葉樹」とと

もに，「火と風をふせぎ，又きりて時用に術ふ」と，そ

の用途を述べている。

しかし益軒の場合，安貞の述べているように，杉，桧

の一般山野への植林という椛想にはなっていない。これ

は両者の学問上の性格の相連によるものであろう。すな

わち安貞の実学に対して益軒の場合は樹木そのものに関

心が向けられているが，それはいわゆる林業の対象とし

ての樹木の取り扱いではなく，捕物学一本草学の立場

であると同時に，多分に観賞的，審美的な立場に立って

いるためといえよう。

（かのうきょうじ・静岡市西草深町，林業自営）

類なり」としている。『牧野，日本植物図鍛，改訂版』

（北隆館）によると，「一名さはらぎ」とあり，ひのき

科の植物に属している。同書によれば，「和名さはらハ

さはらぎノ略，其材之ヲひのき二比スレバさはらか（軽

羅）ナレバさばら木ナルベシト謂ヘリ」とある。

「さはらか」は「軽潅」とあり，『増補，字源.!(簡野道

明，角川版）には，ケイショウ，「かるくしてきめあら

し」とある。

さて益軒はさはら木については，「葉は，ひかげのか

つらに似て，つれの木に異なり。其皮も桧に似たり。木

は文理なし。まきの如し」とあり，葉および皮について

の説明がある。しかし，その説明は非常に具体性に乏し

い。

｢牧野，日本植物図鑑,改訂版』には，さはらの葉を説

明して，礫ハ緑色ニシテ之レヲひのき二比スレバ痩狭

ノ着アリ，交互二小枝細枝上二対生シ，其上下両面ノ者

ハ卵状三角形ヲ成シテ短尖頭ヲ成シ，両側者ハ多クハ微

シク背反シテ上部舟形ヲ呈シ鋭尖部ヲ成シ，‐ド面二在テ

ハ側生葉ノ面井二上下葉ノ両局部二白蝋粉ヲ布ク」とあ

る。

また，さはら水の用途に関して，益軒は「雛のふき板

に用て，まきにまされり。宮殿にはこれを以てふく也」

と専ら「蕊のふき板」としての用途を説いている。ま

た，さはら木の造林法については，「春の初挾めば活く」

と述べ，挿穂による造林法を説いている。

（4）『家道訓』における林業思想

『家道訓』は，正徳元年（1711)，益軒82歳の時の著

作である。

この書は，「人の世にある。たかきいやしき，皆身を

をさめて，家をと壁のふるを以つとめとす。家の本は身

にあり。故に家ををさむる主人は，先わが身を正しくし

て，家をとふのふべし。身をさまらざれば家と鶴のひが

たし」という書出しで，「家をと壁のへる心得」をあら

ゆる角度から説いている。

恭軒は「園に草木をうゑて愛するも，又心を謎なふ一
〈”

助なり」とか，「家園を桜さめ，草木をう畠るは，もと

より気を漣なひ，心を楽しまんため」とも称している。

象を治むる者として，草木を愛することを教えたのは，

いかにも儒者にして，本草学者らしい益軒の性格を物語

っている。

益軒は，『日本歳時記』（貞享4年，益軒58歳，貝原

好古の編録による）において，「凡草木を植て区処をな

し，日々園中に遊んで，その生理を静観し，其花を愛賞

参考・引用文献

井上忠；貝原益軒，吉川弘文館，人物双書103

国沓刊行会：益軒全集、

狩野亨二：江戸時代の林業思想，厳南堂
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してやられたような気がしてならな

い。その後九州に戻って，彼に会う

と「あの話しだけはカンペンして下

さい」と言う。

料理残りの“クマビラ”と“カタビ

ラ"の胞子を持ち帰って顕微鏡で比

べてみたら"クマビラ"のほうは卵形

にチョイと突出部があり，“カタビ

ラ"は卵形のままであった。‘‘クマピ

ラ"には余分なものが付いていた。

ここ数年来田舎作りの手料理が観

光地といわず都会のど真ん中まで進

出して来て大きな顔をしている。山

菜料理とか田舎のおふくろの味とか

いって盛んに宣伝の看板を並べたて

ている。いってみれば素人作りの手

料理であって，その材料がワラピ，

ゼンマイ，マス，イワナ，ヤマメな

どであるにすぎない。我々は“山の

役所や会社"に勤務したので，“山の

幸”に出会うことが多い。

行った。

午後机に着いて製図をやっている

と友人が「腹が猫む」という。私も

「先から胸がムカムカし，頭が揃む

のでどうしようかと思っていたとこ

ろだ」といううちに嘔吐が始まっ

た。

医者にかかるといってもトロで町

まで行くか，呼ぶといってもトロに

乗って山まで登って来る医者はない

というのである。仕方がないので常

備薬はないかと探したがそれもな

く，そうこうしている時に山の杣頭

がやって来て「黒砂糖水の溌度の淡

いのを飲めば全部吐き出してしまう

から」と言うので，黒砂糖水を飲ん

でしばらくすると胃液らしきものが

盛んに吐き出されて13回くらい吐

いたであろうか。どうやら夕刻にな

って吐気も鎮まって気分も平常に戻

った経験がある。

このキノコは“クマピラ”と“カタ

ピラ”とを間違って採って来たもの

であった。‘‘ツキヨタケ"と全く美し

い名前の"クマピラ"を彼は大変美味

である"山の幸カタピラ"と間進えて

前日我々と離れてから採取して来て

翌日の食膳に提供したものであっ

た。当人はナスの味噌汁を食してい

るので一向に平気なものであった。

ナスのヘタが我家の台所の隅に干

して吊されているのもキノコの議消

しのためにあるのだと幼いころから

聞かされて知ってはいたが，彼氏に

事業所に勤務してから5月末のこ

ろであったろうか。雨の降る日であ

った。斫伐主任来所ということで，

一緒に山の事業所にトロで登って行

った。

夜暗くなって到着した。夕食に出

された刺身が何となく，学生時代西

米良の実習の折に出された「ニワト

リ」の"ササミ”に似ているが，ラン

プの光に照らされて光る具合が少し

異なるようでもあった。腹は空いて

いるので"ニワトリのササ身"だと言

う炊婦のすすめに応じて食ってみた

がどことなく遮っているようであ

る。

その夜はそのまま寝てしまって，

翌朝河原に出て洗而をしていると，

その傍らに手足と皮が捨ててあるの

を見た。どうやらヒキガエルのよう

であった。署からと下の主任とがや

って来るというので大歓迎にこの

"山の幸"の珍味を味わってもらおう

ということで料理されたもののよう

私も学生時代，国有林に実習に行

ったことがあった。最初収謹調査を

命じられて，同僚と2人で測鐘に出

かけた。朝事務所員に案内されて現

場に行ったのであるが，途中で彼は
う堂

ベニタケを見つけて「これは大変甘

いキノコです」と言う。私たちは識

キノコの代表として知っていたので

「これが食えるキノコかそうでない

のかも解からないような人が採って

来たものは口にすることは出来ない

よ」とやり返したのである。

その翌日は雨のたあ前日の測避結

果を製図していた。お昼の食事に

"うどん"が出された。お汁が大変甘

くて美味だというので一杯あてくら

い多目に皆んなで食べてしまった。

食事が終わるころ前日の彼氏が帰

所して来て食事を始めたところ,“う

どん”も“かけ汁"も少なくなってい

たので彼は飯米と朝のナスの味噌汁

で補給してまた山の現場に出かけて
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であった。何たる熱烈歓迎であろう

か。全く驚いたもののその肉塊は脳

I聯の中で消化されてしまったころで

あった。

その後"ツキノワグマ"や"シカ"や

"ヤク"の肉も食してみた。クマの肉

は硬くてとても歯が立たなかったこ

とを覚えている。シカやヤクの肉は

軟かくて美味であったような気がす

る。

ある日事業所で家族持の補助員の

人が家で変わった肉を手に入れたの

で今夜食いに来いというので，出か

けてみると囲炉裏に鍋がかけてあっ

て，何やらニンニク臭のある肉の臭

いがしているのである。鳥の肉だと

いうので早速箸をつけてみると，ど

うも鳥ではなく獣の肉のようであ

る。「これは何の肉ですか」と問う

と「バンドリ」です，と言う。「バ

ンドリとは」と重ねて尋ねても「パ

ンドリです」と言う。どんな鳥かと

問うと「夜飛ぶ鳥だからバンドリで

す」と言うのである。「どうもムサ

サビの類のようだが，どうかね」と

言うと，「そのような名前を聞いた

ことがある」と言う。だんだん尋ね

ているうちに"ムササビ"のようであ

る。肉は割合に軟かくて臭いがなけ

れば結柵いけるものだと思った。

そのうち，この屋の主人は囲炉裏

の灰をかき起こしながら里芋の子を

掘り出してバターをつけて食えと言

う。1つつまんで皮を強く押すと白

い中味が顔を出す。それにバターを

つけてロの中に入れると特有の味が

して美味であった。当時伐開された

山林を焼いてその跡地に造林をする

のであるが，その間作に里芋を械栽

して収礎をしていた杣人たちの幕し

を見て来たのであるが，秋の収盤

第1号が私の口に入った次第であっ

た。

冬のある日，部落のある家から招

待を受けて行ってみると，壷の中か

ら取り出して皿の上に置かれた豆柿

の実が,醗酵具合といい，味といい，

非常に美味であったことを記憶して

いる。これも"山の幸"であった。

工場の休みの日には下の川で「ウ

ナギ，ヤマメ，イワナ」などをよく

獲って来ては食膳にのせてくれた工

員たちがいた。これは"川の幸"であ

ったろう。

その後，九州に帰って，猪の生肉

や味噌漬肉なども口にした。

大隅半島の内之洲にいたころ“ゾ

ウリガニ"という“イセエピ"に類し

ている片方の鋏が大きく平らで，片

方が小さくて，他はエビの類に酷似

しているものがいた。

ある部落に夕方たどり着いて，最

初に出されたものが小形であって，

肉も軟かかったし，珍しくもあった

ので"美味"と口を突いて出たのであ

ろう。その後その部落に行くとその

ものの大形のものを出されるように

なったが，肉が硬くて，とても歯が

立たなかった。

それよりも内之浦の海岸で早朝地

曳網にかかってくる小鯛やアジ，シ

マアジなどを売りに来患ものを買っ

てよく食した。新鮮な魚の味は周囲

の環境とともに今だに忘れ難いもの

がある。これこそ"海の幸"の最たる

ものであった。

青森に転じてミズ（ウヮバミソ

ウ）や山ブキ，根llll竹の筍，コゴメ

の塩漬物などを恵んでくれる人がい

て，大変ありがたくいただいたこと

がある。

“ヤブレガサ（モミジガサ)，シオ

デ，アサツキが山菜の代表的なもの
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ではないかと思うほど私は好きであ

った。

石巻に鯨博物館があるというので

見学しての帰り，事業所に着いて夕

刻になったら"クジラの刺身"が大皿

に盛られて食卓に出された。まだ冷

凍庫から出されたばかりのようで，

肉は凍っていた。「ミンククジラで

す」「この近海はミンククジラの漁

場として有名であり，石巻にはその

処理場もあり，肉は新鮮だから生で

心配ありません」と事業課長さんの

お話しで箸をつけることにした。体

長2～5mぐらいあるという巨体の

あっちこつちの部分を配合して盛り

合わせてあった。どの部分もそれな

りに味があって美味であったが，尾

のつけ根近くの肉が殊に美味であっ

たことを今でも記憶している。これ

こそ"海の幸"の代表的なものであっ

たろう。

北見に移り住んで，春の植樹祭に

参加した折に“エゾニンニク”とか

"アイヌネギ（ギョウジャニンニク）

と呼ばれて臭気の強いスズランの葉

に似た植物を「これは臭いがあるが

大変美味ですよ」とすすめられるま

ま採取して帰って，湯掻いたものを

酢味I1脚で食してみたら大変美味であ

った。それ以来再々取って帰って家

の者たちを困らせたことがあった

が，青森時代のアサツキと好一対の

"野の幸"であった。

奥薗・岡村・鮫島の3氏に2年にわた

り交代で執筆いただいた確鷹は今号で終

わりです。山にまつわる豊富な体験，山

人との心温まる交流等まだ煮だ話しはつ

きないようですが…･･。ご多忙の中，執

誰いただいた3氏に厚くお礼申しあげま

す。編集部
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風もなく，音もなく，ボタン雪が静かに降

っている。動いているのは，綿のような雪

の，たてにゆっくり動く白いすじ。

ポプラの枝に小鳥が2羽。大きい奴と小さ

い奴が仲よく並んで，動かず，ジッとしてい

る。双眼鏡でみたら，ひとつはツグミ，もう

ひとつはスズメ。

遠くで，ブイ，ブイとウソの声。

樹々の枝には，いつのまにか，まつ白に雪

がつもっている。こんな静かな雪の日は，小

鳥たちも，なにもする気になれないのか。2

羽の小鳥は，ジッとしている。

の西高東低の冬型気圧配置である。鳴子あた

り，今日は吹雪か，と思っていたら，結構，

青空がひろがってきた。やはり，真冬の西高

東低とはちがうようだ。春が近い証拠であ

る。

こんな日は雪上の動物調査に都合がよい。

ディスタンス用のスキーをはいて農場を歩

く。沢ぞいの広葉樹林の中をゆく。沢は雪で

埋まり，その下でチョロチョロ水の流れる音

がきこえる。その音にも春のひびきがある。

林縁のタラノキ・ニヮ|､．・ヤマハギなど

の若い枝がかじられ，白っぽい材質部をむき

出しにしている。大きな歯型がついている。

ノウサギの食害であった。鋭利な小刀で切り

とったような跡もみられるが，これもノウサ

ギのしわざである。ノウサギの足跡は沢の中

のプッシュのあいだを行ったりきたりしてい

て，広々した採草地のほうに出ることはなか

った。

ノウサギが食べる樹種をしらべてみた。も

っとも好きなのがヤマハギ，次いでタラノ

キ・ニワトコ・ガマズミ，そのほかタニウツ

ギ・コナラ・クリ・ノリウツギなどにも食跡

を残している。

採草地を横ぎって，むこう側のスギの防風

林へスキーを滑走させる。草地の端に2，3

本の木が集まっている。その木の~ド，白い雪

の上に黒っぽい粉のよう芯ものが一面に散ら

ばっている。よくみると，木の冬芽をついば

んだカス（外苞）だった。木はエドヒガンで

あった。

ところで，農場には，農道ぞいや官舎周辺

の広場などにエドヒガンの老木が何本も植え

られている。樹齢80年ぐらいなのに，テン

グス病はみられず健全な姿をしているものが

多い。このエドヒガンが膿耕地周辺の雑木林

の林縁などに自然に実生し，花を咲かせ，実

をならせるほどの成木に成長している。しか

し,ふしぎなことに,山の中の森林内では,エ

ドヒガンの幼木・成木はみたことがない。こ

のあたり，もともとエドヒガンの分布する地
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夜中に静かに雪が降って，朝，青空が一面

にひろがっている。まぶしいような太陽の光

と，ひきこまれそうな深く澄んだ青い色。春

の到来の近いことをつげる。樹々の梢や枝は

白雪をかぶって，青をバックに白と黒のシル

エットを捕いている。

ケヤキは，しなやかな細かい枝を，まるく

大きく張りあげて。ミズキやオニグルミは，

太いまばらな枝を横に伸ばして。コナラは，

コプコブのある枝をギクシャクと出して。

カラの一群に出会う。コゲラがオニグルミ

の枯れ枝をコツコツつついている。そのたび

に雪が白い粉となってパッと散る。ピービー

ビーと，南伊豆のシイノキ林でよく聞いたな

つかしい声，やっぱりヤマガラだ。照葉樹林

の烏ヤマガラを，こんな雪国でみようとは思

わなかった。里山の雑木林の鳥シジュウカ

ラ，奥山の落葉広葉樹林の烏コガラ，亜高山

針葉樹林の鳥ヒガラやキクイタダキなども，

群れの中にまじっている。

春から夏にかけては，別々の森や林で生活

してきた小鳥たちが，冬のあいだは，似たも

のどうし集まって，比較的暖かい里山ですご

しているのである。

2月中旬になって暖かい日がつづき，道路

の雪もすっかりとけてしまったが，2，3日ま
い

えから寒さが帰ってきた。凍てついた大地の

上に夜中10cmほど雪がつもる。久し蕊り

雪
の
日
の
動
物
た
ち
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域でないから，自然条件下では生きていくの

を妨げるなにかがあるのかもしれない。しか

し，農耕地のまわりの林縁などで活発に実生

している姿をみると，エゾヤマザクラよりよ

わいとは思われない。エゾヤマザクラが山中

で生きる条件をもっているのなら，エドヒガ

ンだって山中で生きれるはずではないか。

サクラの分布拡大は，おそらく実を食べる

野鳥によって行なわれると思う。エドヒガン

が農耕地域以外に拡散していかないとした

ら，その鳥は，農耕地帯で生活している種か

もしれない。サクラの実，つまりサクランボ

が熟すのは6月ごろ，そのころ，この実を好

んで食べるのは，おそらくムクドリだけでは

ないかと思う。とすれば，エドヒガンの分布

はムクドリがにぎっていることになる。

3
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ある冬の一日。さまざまな動物の足跡（演習林研究室の窓から）

ウソたちはそんな悪業なんか知りません，

といわんばかりに，たのしそうにサクラの冬

芽をついばんでいる。どこからともなく，仲

間が集まってきて，7～8羽の集団になって

いた。やがて，満足したのか，一団となっ

て，むこう側のヤマハンノキとアカシデの雑

木林へ飛んでいった。それぞれが，フィッ，

フィッ，フィッと小さく鳴きながら。そし

て，ほおの紅斑をチラチラみせびらかしなが

ら。

近くで，フィーフィー，フィー，と細い口

ぷえを吹くような声がする。ウソである。同

行のA君が，その声をまねて，フィー，フィ

ーとやりかえす。ウソの声は，こちらの木に

近づいてくる。双眼鏡でのぞくと，1対のオ

スとメスが，さかんにエドヒガンの冬芽をつ

いばんでいる。雪の上に散乱していた冬芽の

カスはウソのしわざだった。オスは，全休が

灰色だが,首からほおあたりがピンク色で,ま

ことに美しい。それにくらべると，メスは灰

色と淡褐色のまじった地味な姿をしている。

カメラに200ミリの望遠レンズをつけ，接

近を試みる。ウソは平気で冬芽をついばんで

いる。ミラーをとおしてみる野鳥の姿は，ま

るで絵のようだ。

愛鳥家をよろこばせるこの小鳥も，農家に

とってはきらわれものである。去年の冬は，

演習林のある里山山麓地帯でもウソが，おお

ぜい押しかけてきた。農家の庭先に植えてあ

るウメのつぼみまできれいに失敬していく。

各地のサクラの名所も対策に苦慮していた。

これは花見をガマンすれば済むが，山形では

サクランボのっぽみがやられ，生産者に大き

な打撃を与えている。

スギの防風林に入ると，雪上にリスの足跡

が眼につく。その足跡は20mほどの空地を

横ぎってアカマツの林へ続いている。スギ林

の中に巣があって，アカマッ林まで球果を食

べにいくらしい。リスが，クルミやエドヒガ

ソの裸木の林の梢をわたっていく姿をよくみ

かけるが，彼らの行動圏には，必ず，スギか

アカマツの針葉樹林がある。常緑のスギ林

は，ワシ，タカやフクロウなどの捕食者から

身をかくす璽要なかくれ家なのである。

雪の上には，リスの足跡にそって，別の動

物の足跡がつづいていた。リスの天敵テンで

ある。私たちは，今度はテンの足跡の追跡を

はじめた。

「I臘子の四季」は今号で終わります。4月号からは引き続き，西口氏に

よる「東北の森と木」が始まります。写典と文でスケッチする東北の自
然…．。ご期祢下さい。

■
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スギ・ヒノキ壮齢林小流域にお

ける養分の循環とその収支

東農工大豊生原喜久雄ほか

日本林学会誌64－1

1982年1月p.8～14

人工林皆伐で植栽してから，下刈

り，枝打ち，間伐などの保育作業が

林分としての誕分循環にどのように

影響を及ぼすかを明らかにするため

の基礎資料として，スギ・ヒノキの

人工林壮齢林分の謹分鯖環と収支に

ついて調査した。

最近10年間保育作業の行なわれ

ていないスギ・ヒノキ壮齢林の集水

域内で,林内雨,樹幹流，落葉・落枝

類の1年間の調査による謎分の循環

および収支について報告している。

スギ林とヒノキ林からなる壮齢林

分の1年間の鍵分収支（林外雨一渓

流への流出量）は,N:+4.2kg/

ha,K:+3.4kg/ha,Ca:-4.6

kg/ha,Mg:-1.4kg/haであり，

1年間の謎分還元量（林内雨十樹幹

流十落莱・落枝瞳一林外雨）は,N

:63kg/ha,K:18kg/ha,Ca:

107kg/ha,Mg:8kg/haであっ

た。調査期間中の雨賦は1,150mm

で平均降雨鼠より600mm程皮少な

いが，雨量の程度もこれらの数値に

影響を及ぼすと推定される。

ジベレリンによるアカマツ，ク

ロマツの着花促進効果

茨城県・林試金川侃ほか

林木の育種No.122

1982年1月p.25～28

1977年から1980年にかけて，マ

ツ採種園でジベレリンをアカマッ，

クロマッに与えて実験したところ着

花促進に効果が認められた。

ジベレリンには比較的極性の低い

GA4+7(GA4とGA7の等量混合）

と，従来からスギやヒノキで使われ

てきたGA3を用いた。ジベレリン

の処理は，6月末から7月中旬に行

なった。処理方法は供試木から1本

の枝を運び,CMC(繊維素グリコ

ール酸ナトリウム）をのり状にし

て，ジベレリン20mg(1977年には

10mg)をそれに混ぜて団子状のも

のをつくり，それを枝の基部の樹皮

を薄くはいだところにぬり込むよう

にして埋め込んだ。

この実験成果の応用として，1980

年にマツノザイセンチュウ病抵抗性

選抜木のつぎき苗3～4年生にジベ

レリンを処理したところ，雌雄花が

よく着生し，1981年にはザイセンチ

ュウ抵抗性遺伝様式解明のための人

工交配が可能となった。

ミズナラ種子の貯蔵と発芽

国立林試・木曽分場荒井國幸

日本林学会誌64－1

1982年1月P.32～34

ミズナラの大径木は用途が広く貴

重であるが，林内更新による後継樹

の発生はきわめて少なく，発芽特性

などもあまりよく知られていないと

ころから，その種子の発芽，貯蔵に

関する調査を行なってきた。

発芽力を落とさず，しかも長期間

発芽をおさえるに必要な貯蔵の条件

を見いだすため，室内（自然）乾燥

放置日数別試験，強制（人工）乾燥

減鼠別試験を試みた結果，ミズナラ

については一応の傾向が得られた。

ミズナラ種子の貯蔵には含水率が

きわめて重要で，その有効幅もきわ

めて狭く，しいていえば堅果の含水

率をもとの重さの85～90影まで急

速に低下させた時点で冷蔵すれば，

5カ月間は発芽力をほとんど落とさ

ず貯蔵できる（乾燥時間46.Cで10

時間前後)｡貯蔵中の発芽を抑え，し

かも翌春にある程度の発芽率を期待

するには10月に採取して人工乾燥

を行なったうえで貯蔵する方法が適

すると考えられる。

低振動チェーンソー(CS-601

TVL)の開発について一国

有林における実験結果とこれか

ら

林野庁業務課技術班

スリーエムマガジンNo.249

1981年12月P､2～5

林野庁の林業機械開発改良事業の

一つとして，林業機械化協会，メー

カーの協力のもとに，水磯(CS-

601TVL)が開発され，製品化さ

れるにいたった。

本機の導入にあたって，北海道，

棚橋，大阪の各営林局において実験

（作業の内容等，評価kの対比機種

を定めたうえで）したところ，①振

動感覚，切れ味，操作性，安全性お

よび騒音について優れている，②肉



体的および糖神的疲労感についても

優れている，③総合判断として，安

全性，実用性とも特に問題のない機

種と認められた。

本機について労使双方の合意によ

り，今後，国有林の現場にも導入さ

れることとなったが，現在使用して

いる60cc級の単シリンダー機(7

機種）と単純比較した場合，①装備

軍量で0.2kgの軽趾化，②騒音で

4.6dB(A)の軽減化，③振動加速度

では7割の軽減化，など画期的な低

騒音および低振動機であるとしてい

る。

素材検収業務へのコンピュータ

利用について－バーコード入

力方式

住友林業・山林部

林経協月報No.244

1982年1月P.26～30

一般的に，いままで行なわれてき

た素材検収のコンピュータ化は，野

'脹記戦の資料をコード化しつつ入力

原票を作り.，これをカードにパンチ

して計算に入力するのが普通であ

り，部分的な改善にとどまっていた

ので，データ処理に新たな人工工程

が増え，その間の転写ミス，パンチ

ミス等の危険性もさけられないこと

が多かった。

そこで，こうした事務の合理化を

図り，省力化のため，バーコード入

力方式による素材検収コンピュータ

システム(S.C.Bシステム）を開発

した。以下，システムの概要，実際

の運用について解説されているが，

省力面では62％の削減，経済面で

は月々従来の経役の40％のランニ

ングコストで可能となる。なお，こ

のシステムは単に素材生産過程のみ

ならず，森林訓査その他にも広く応

用できる。

転換期の森林組合の課題

京大農森田学

林野時報No.330

1982年2月p.11～15

現在を転換期としてとらえるにあ

たって，森林組合のあり方を規定す

ると考えられる特徴（建築用材の需

要構造における転換，外材輸入柵造

の転換，戦後の拡大造林部分からの

供給拡大，林業労側力需給椛造の変

化など）をあげたうえで，娠換期の

森林組合が何をなすべきかを論じて

いる。

要約するに，まず外材製品輸入雛

造に対して有効な対応を行なうため

に育林から素材生産・加工・製品流

通にいたるまでの垂直的組織化が必

要である。そのうえで，今後の森林

組合の組織・経営体制としては，従

前どおり属地性をもった地域林業組

織体としての森林組合をおき，その

組織化機能を強化する一方で，他方

に属地性をもたず活動領域を開放し

た林業生産請負事業体を独施させ，

前者の生産事業の主要部分を担わせ

る形が試みられてはどうかと提案し

ている。もちろん，これと並んで労

務班体制の強化を図る必要がある。

建築用材としてのカラマツ

帯広営林支局森下四郎ほか

樹氷No.257

1982年1月p.64～71

営繕という建築を通じてカラマツ

を使う立場からカラマツ材を見たも

のである。

全道的にみると,約4割が製材用，

約3割が坑木用，2割強がパルプ，

その他が1割となっている。建築用

材としてのカラマツをみるに，材鷺

的な特徴は，①辺材郁分は使用陵少

しずつ赤味をおびてくる，②木理は

通直で春材と秋材がはっきりしてい

39

る，③肌面が疎（春材の部分),④特

に乾燥した材では秋材が硬くなる，

⑤狂い，特にねじれ狂いがある，⑥

長い間にヤニが材面ににじみでる，

⑦エゾマツ，トドマツに比べ保存性

がよく，耐久性がある。これらにつ

いて問題点は改善研究が行なわれて

いるが，こうした特徴を生かす使い

方としては構造材として使う方法が

ある。いずれにしても,最終的には，

これまで使ってきたエゾマツ，トド

マツおよびナラなどの広葉樹にカラ

マツを加え，それぞれの樹種の持味

を生かす建築のあり方を考えること

が大切であるとしている。

林産資源変換技術

国立林試・林産化学部宮崎信

林業試験場報No.209

1981年12月p.8～10

農林水産技術会議はバイオマス変

換に関する総合研究を組み立てた

が，これはその中の1チームであ

る。

対象に取り上げる資源は従来とは

異なり，低利用広葉樹・林地残材・

ササといった既存のもののほか，そ

の育成方法によっては生産量の増大

が期待される高生長樹種のカンパ，

ポプラや含有成分の利用が可能でし

かも早期育成が期待されるギンネ

ム，ユーカリ，アカシア等があり，

以下,資源別に,現段階で取り組み，

あるいは予定している研究内容が紹

介されている。

○林業機械化協会：昭和56

年度林業災害防止機械開発

改良事業の実行結果につい

て(1)

機械化林業No.338

1982年1月p､22～26
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却等を内容とする特別伐倒駆除命令

を行なうことができる。

④現行の農林水産大臣または都道

府県知事が命令に代えて行なう薬剤

空中散布を継続して行なう。

以上大きく4項になるが，この中

で新しく制度化される用語の定義に

ついて簡単に説明すると，

＜特別伐倒駆除＞松くい虫が付着

している松の樹木の伐倒および破砕

（この場合省令で定める基準による

ものに限る）または伐倒および焼却

（単位：百万円）

農林鶏
｢松くい虫防除特別措置法｣の改正

②松林の所有者等による松くい虫

の被害対策を実施するため，市町村

が地区実施計画を策定する。

③被害のまん延している地域にお

ける防除の徹底を図るため，股林水

産大臣または都道府県知事が松林所

有者に対し伐倒後の樹木の破砕，焼

林野庁は，本年3m31日限りで

失効する松くい虫防除特別措置法に

ついて，今後5年間延長するととも

に松くい虫の被害対策を緊急かつ総

合的に実施していくに必要な点を改

正することを検討していたが，この

たび成案を得，2月9日の閣議に提

案した。

主な改正点は次のとおり。

①法律名を｢松くい虫被害対策特別

措置法」に改めるとともに，農林水

産大臣が定める基本方針および都道

府県知事が定油る実施計･画に基づ

き，現行の薬剤空中散布のほか，特

別伐倒駆除，樹種転換等も含めた松

くい虫の被害対策を実施していく。

事業名

特別伐倒駆除

薬剤空中散布
〃地上散布

伐倒駆除

伐倒跡地駆除等

人工衛星による松くい虫被害湖査

計画策定費等

樫くい虫被害地緊急造林事業

松くい虫被害緊急対策治山事業

被害森林整備資金

57年艇予弊(案）

1,095(275千m3)
3,819(123¥ha)

480(12")

1,213（395〃）
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保有山林のある業種別会社数の推移 |統翫輝織蕩鏡議鷺嫌艤鶏
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業種別内訳

停滞している会社有

林の経営
山林を保有する会社の動向を農林

水産省『世界農林業センサス』によ

ってみると，保有山林規模0.111a以

上の会社数は，55年には2万8,099

と45年に比べて2．5倍に増加し，

また，面積は137万5,000haと1.3

倍に増加している。

このうち，保有山林規模1ha以上

の会社の業種別割合をみると,55年

は45年に比べて林業・木材流通加

工業の割合が6ポイント低下してい

るのに対して,建設業金融・保険・

不動産業，サービス業等の割合が拡

大していることが特徴的である。こ

のような動きのみられる背景には，

農林水産省「世界腿林業センサス」(1960,1970,1980年）
1）保有山林面談1ha以上の会社である
2）（）は業種別シニアである
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昭和
35年

45

55

（100）
20020

（100）
4，941

（100）
11，410

(28）
556

(18）
911

(12）
1，339

（4）
74

（8）
408

(12）
1，408

(10）
199

(18）
884

(21）
2,363

(6)
131

(11）
533

(17）
1,9鯉

（52）
1，060

（45）
2,205

（38）
4,358

林業・
流通加 建設業|蕊職懲|ｻー ｽ業｜その他
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三

性
菫
三
三
三
三
一
三
首
一
二
一
三
三
三
三
三
三
二
二
言
冒
三
三
二
三
】
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
二
言
目
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
一
二
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
畳
営
冨
三
二
一
二
二
『
二
］
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
二
二
三
二
二
一
二
二
二
一
一
三
一
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三

Ｉｉ

ｌＩ

目
も
の
沌
府
鴎
を
八
腺
と
監
し
た
Ｅ
っ
尼
っ
長
ぬ
り
ハ
ヒ
ヒ
ー
Ⅲ１

１Ⅱ

（炭化も含む）をいう。

＜基本方針＞57年以降5カ年間で

実施する松くい虫被害対難に関する

韮本方針を農林水産大臣が定めるも

ので，(1)被害対策の総合的な推進の

ための錐本指針，(2)特別伐倒駆除な

らびに,松くい虫が付着している松の

樹木の伐倒および薬剤による防除の

離水的事項，(3)薬剤空中散布を行な

う松林に関する離準で，間囲の自然

斑境，生活環境，腱業漁業などに対

する影響等に関する雌本的事項，（4）

他の樹種への転換に関する基本事

項，(5)その他被害対策に関する重要

事項，の5項の基本を定めること。

＜実施計画＞韮水方#|･に即して，

民有林の松林について松くい虫被害

対策に関する実施計画を郁道I"県知

事が定めることをいう。

以上の方針に韮づき対策を実施す

る予算措置は別表に示した。

抄遣

半
鐘
山

拾政林
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

＝

県育林事務所に吊るされている＝

半鐘山の"半鐘”（群馬県提供）
＝
＝

＝

言群馬県の大桁県有林の－．角に畔模範林の適戊は,美林をつくる目

冒錨山｣とよばれる585mの山があ的のほかに入会権を整理する目的も
三る。嵩IMi'lｱに住むl澗部氏の先代の栄あった。群馬県だけでなく，U]治の
三

三信氏が直径30センチ，間さ5Oセン終わりごろからは全国的に県有棋範

ニチの半鐘を山の頂上に吊り上げたと体避成がすすめられたが,ここ大桁
三ころから，この名が生まれたとい県有林でも入会地を対象にして住民
言

言う。山の頂上に半鐘を吊り，一朝有と侃謹契約を緒び，県有林の植林を
三

冒事の際は鳴らそうとしたらしい｡実すすめた｡保謹契約の妓大の狙い
三|際には鉱は一度も嶋らないまま，昭は，「単山に植林する代わりに収益
＝

三和'0年代に鐘を吊るしたやぐらものいく分かを地元に払い下げる」と
薑壊れ,錘は現在の県有林事務所に保いう点にあった。その契約臓行を監
＝

三管されたままになっている。視する意図が地元にあったのかもし
三

三この半鐘山一帯は，もとこの地方れないというのが，半鐘を吊るした
三

三の人々のクサ刈場であった。旧丹生意lXlでは趣いかとの推定である。だ
＝

壹村,吉田村,高田村,妙錐村の4力村が,一度も鳴らされたことがなかつ

言で,現在は前者2村が窟岡市,後者たことを見れば,岡部氏の心配も杷
薑2村が妙義町に属している。4力村憂に終わったということになる。

言入会で進退していた土地を,模範林岡部氏の当主の定信氏はかつてつ
三造成のために県が買い上げた時にこぎのように述べている。「"上毛野安

三の半鐘が吊り下げられたのである。嫌の爽麻むらかき抱き渡れど飽かい
三

皇表面上の理由は火災予|坊であったとをあどかあがせむ"(万難災)，この
菫いうが，それだけではなかったらし純粋にして熱烈な万葉人の恋に深い
＝

言い。かつての入会地に対する愛着心感動を覚える」と｡半鐡を吊るした
言のなせる業とする推定も成り立つよ激しい悩熱と相通ずるものがあった
三

三うである。それは次のようである。のかもしれない。（筒井辿夫）
三

罰1lllllllllllllllllllllllllllllllllllll1lll1llllll1lllllllllllllilllllllllllllllllllllllllⅡⅡIllIIIIⅢ,'1,,,11111,IⅡ,,IIIIIIⅡ,,1,ⅡⅢ,11Ⅲ11,1,Ⅲ'1,1,,Ⅱ11,1ⅡIIIIlIⅡIIIIlllⅢⅡ，

’

40年代後半の土地ブームの中で多

くの会社が販売用，覗業用地として

山林を活発に取得したことによるも

のとみられる。

一方，保有山林規椣111a以上の会

社のうち55年1月以前の1年|制に

生産活動を行なったものの割合は，

植付けが6.5％，保育が17.6％，林

産物販売が5.2％であり，これらを

林家の生産活動と比鮫してみると，

会社の生産活動は林家のそれを-ド回

り，不活発な状態にある。

林業を目的としないで山林を取得

しているものが多い会社の林業生産

活動を活発化させるためには，地域

林業に組み入れ，その一環として林

業生産活動を進めるよう森林組合等

が職極的にこれらの会社に働きかけ

ることが冊要である。
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田中正大著

日本の自然公

園

自然保護と一

風景保護一

机模書房

東京都『11災区銀座2-11-6

竹田ビル

（雪03-542-0660）

昭和56年10月31日

発行

四六判，284頁

定価1,600円（〒250）

小林裕著

林業生産技術

の展開

－その近代化100年

の実証的研究一

日本林業湖盗会

東京都新宿区市ケ谷本村町28

（雲03-269-3911）

昭和56年8月1日

発行

A5判0198頁

定価2,000円

（〒250）

田中正大氏の『日本の自然公園』

は，多義的で複雑なわが国の自然公

園の特徴を，歴史的に明確に示した

すぐれた番である。この書は，第1

章自然公悶と都市公園の接点・卵

2章遺産の公園化と近代化・第3

章新しい風景の発見・第4章風

景の開発と保謹・館5章国立公|制

の成立・鮒6章自然保謹と風最保

護，の各章からなっている。

自然公園は自然そのままの景観を

主体とし，人間がまったく関与して

いない原始的最観を望ましいものと

して設定されたものである。しか

し，わが側のように狭い国土で，長

い歴史のなかで，多くの人間が生活

してきたところでは，人間の生活と

のかかわりのまったくない原始的自

然というのはほとんど存していな

い。私たちの祖先はわが国の凹然的

条件をたくみにその生活のなかに組

小林氏は昭和38年に『林業経営

の機械化の歴史一林業機械の発展

過程について』を世に問われた。そ

こでの主題は，当時林業の生躍技術

が磯賊力を中心に推進されていた状

況の中で，その林業機械や装悩がわ

が'劇の盗本主蕊の推移の中でどのよ

うに変化したかをたずねることにお

かれた。そこでの実証的な研究は，

主として国有林，御料林にもとめら

れ，結果としては，国の資本が林業

機械化を進めた実態を明らかにされ

た。

小林氏の研究はその後もたゆまな

く続けられ，数多くの実証例を加え

て新たに水雷が生まれた。本書で対

象とされている林業地は，北海道に

おける国有・御料・道有林，秋山国

有林，大子私有林業地，西川．勵樅

私有林業地，尾鷲私有林業地，能壁

私有林業地，木頭私有林業地の7地

方におよんでいる。これらの林業地

み込んで，地形や植生などの自然的

条件と人間生活との調和のとれた景

観をつくり出してきた。このように

人間によって見いだされ，価値づけ

られ，人間生活のなかに組み込まれ

てきたわが国の自然景観は，“先人

たちの最高の遡産"なのであり，こ

れがわが国の自然公|劉の基盤であっ

た。そして，そのような自然景観を

公園化し，近代化していくのに，明

治50年にわがI園で開催の予定に

なっていた日本大博覧会が大きな役

割を果たした。当時の自然景観の代

表的なものとして，首都近辺では日

光や箱根があげられていたが,1ﾘ]治

末期になって伝統的な風景観が見直

されて，スケールの大きな原始的山

岳風景が好まれるようになり，“汚

されていない原始的風景"として，

尾瀬・上高地・十和閥湖・大雪山と

臘雲峡などが発見され，世に紹介さ

について，採取技術を中心にした生

産方法，生産関係，労働組織，採取

技術政策，木材流通条件などを考察

し，採取技術の社会的・経済的成立

条件を明らかにすることに努めてい

る。ここが水掛:の主要な部分であ

り，全体の約半分がこの実証に蟹や

されている。そのまとめのところ

で，著者はつぎのように述べてい

る。「国有林は民有林に比し早期に

林業機械体系はできたが，十分な近

代的雇用関係ではなく，馬搬等の労

働は古い雇用関係が銭されていた」

（177頁）と。

この言葉に示されるように，著者

の問題意識はたんに機械の発達の推

移をたどることではなく，労働組織

と労働手段との関係を問うことにお

かれている。国。公有林と私有林の

技術の不均衡発展を論じ，それが労

働過程に与えた影響を検討したのも

そのためである｡したがって,「私有



れて，国立公剛への道が開かれた。

わが国の国立公園は，アメリカの

国立公園を模範として生まれたが，

それとは異なり，国有地や公有地の

ほかにかなりの民有地をふくんでい

る"地域性"の公園であるだけでな

く，保護と利用とを兼ね備えた公園

であって，きわめて複雑な性質を有

している。そして，保護をなおざり

にして，利用のみが先行させられて

きたが，自然保繊が強く唱えられる

ようになって，自然公園らしくなっ

てきた。しかし，そのなかで自然公

|劇のある種の風景が消えることにな

った。自然保謹の潮流のなかで，自

然保護と風景保謹とはどうあるべき

かに対して，現時点で答えようとし

ているのが本番であり，林学・林業

関係者の必読の沓として推せんした

いのである。

（信州大学農学部教授・菅原聰）

林に多い人力，畜力の場合には諦負

方式が主で，戦削の非近代的雇用関

係である親方制度の下では，前期的

労働による雇用，労働条件であっ

た。これに対し，国有林では森林鉄

道遮材を中心にした近代的技術の導；

入により，労働関係も近代的賃労働

とならざるをえなくなったが，絶対

的ならびに相対的剰余価値収取によ

る過酷な条件の下にあり，関係地元

にも，一部を除き反対給付を与えな

かった」（188頁)の叙述は,著者の

核心部分を示したものと受け取って

よいのであろう。なお，育成技術と

採取技術の総合，調和が林業技術を

織成するとされているが，これにつ

いての検討は後日にゆずられてい

る｡

本書は林業技術の歴史的発展を詳

しく教えてくれるものであり，一読

をすすめたい。

（東京大学腿学部教授・筒井辿夫）
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木材は石より強し

「たたなずく青垣山ごもれる

大和しうるわし」平城京は大和盆

地の北部に"長安の都"を手本とし

て今を去る1200年前に建設され

た。

校倉造りの正倉院をはじめと

し，東大寺，西大寺，薬師寺等の

南都七大寺に代表される木造寺院

建築，都市計画としての条里制の

実施等その隆盛ぶりは「背によし

奈良の都は咲く花の匂うがごと

し」と詠われた。

しかし，京都"平安京"へ遷都の

後，平城京はさびれる一方であ

り，その所在地さえも年月の経過

とともに不明となった。|ﾘJ治にな

って土地の古老が田畑のなかで小

高い丘を「ダイゴクデン」と呼ん

でいるのを学者が聴きつけ，「大

極幽と判明した。すなわち，平

城京は地上から姿を消し，適職は

地中に埋もれ地表は田畑となって

いたのであり，“桑田変じて海と

なる"の諺どおりであった。

本格的な発掘調査が始まったの

は昭和40年代であり，地LI:!から

瓦，陶器，木簡，木実等が続々と

出土した。

j|:戸の井桁に使われたヒノキ材

は幅30cm,厚さ5cmもあり大径

材から採材されたことがうかがわ

れる。また，表面は変色している

ものの中味は今日山から伐出した

ものと変わりがない新鮮さを保持

している。

建物の土台石に使用された花崗

岩は原型を止めず"真砂"となって

散在しているが，柱に使用された

直径30cmから50cmある杉はそ

のままの原型を保持している。

奈良の宮大工によると幾星霜耐

えてきた梁，桁等は反発力をまだ

有しており，寺院修理の際，瓦等

の重趾物を取り除くと梁等はそり

返り"木の命''に感動するという。

林齢千年の材は千年の命をも

ち，林1輪百年の材は百年の命をも

つという。

第32回全国植樹祭は装いを新

たにした平城京跡で昨年の5月

23日行なわれ，両陛下はイチイ

ガシをお植樹された。

(NARAMAN)

この棚は編集委員が担当しています
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研究報告第19号

徳島県林業総合技術センター

昭和56年4月

ロスギ小径材の材質特性に関する研

究（第2報）

品等区分では地域によって差がみ

られ，三加茂町および相生町の市場

では2等材が50％以_上を占めた｡根

曲がり部分の除去等，造材技術は地

域により，あるいは生産者によって

差がみられる。

平均年輪編,llllがり，節，心材

率，偏心率，真円率，細り率の各因

子を調査した結果からみて，本県に

おけるスギ小径間伐材の外観的性状

は，造材や市場における伽立て技術

の違いが原因した品質の差が認めら

れるものの，生産材そのものには材

質的に大きな差は認められない。

口水質系堆肥の施用試験（第2報）

ロ新薬剤による林地除草試験

口ヒノキ糖英樹の特性比岐一オー

プン苗木による

ロ廃ほだ燃料によるシイタケ不時栽

培試験（第1報）

口優良材の材質指標に関する調査

（鯛3報）

ロ徳島県下に発生したヒノキ樹脂胴

枯病

口松の枯損防止新技術に関する総合

研究（第3報）

口樹幹注入等によるマツノザイセン

チュウ防除試験（卵2判）

ロピレスロイドによるチャドクガ防

除試験

ロ生態応用による海岸埋立地の緑地

造成試験（第2報）

漁ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

|lilllllllll

年報（1980）

九州大学農学部演習林

昭和56年8月

ロロックガーデンに関する埜礎的研

究

一・般道路とくに林道の開設にさい

しては多量の砕石が生ずる場合が多

いが，そのほとんどは利用されずに

廃棄されており，これらを現場で緑

化材料として利月1している例はきわ

めて少ない。

通常道路法而の緑化は芝・植生盤

の張付け，種子の吹付けなど法面の

保謹を第一とした画一的な工法がと

られているが，水研究は道路工事に

よって生ずる砕石の周辺緑化への職

種的活用とそれによる新しい景観の

創造をロックガーデン的手法によっ

て図ることを目的としている。

ところでロックガーデンを椛成す

る植物・石・土の3者の関係につい

てはその埜脳的W1兆もほとんどなさ

れていないのが乳状である。

水研究ではこれら3者の関係を岨

らかにすることを目的として，土と

石の種類をちがえたロックガーデン

の模型丘を粕屋斌習林苗畑に造成

し,1977年以来地澗・土壌水分等の

環境因子や，植物の発芽・生育につ

いて基礎的な調査を行なってきてい

る。また同時に休道法面における現

地試験も行なっている。

ロ北方林の植生に|災|する研究。ほか

に9課題。

しいたけ生産費調査報告（昭和

55年産）

農林水産省統計情報部

昭和56年11月

口しいたけ生産の概況

□しいたけ生産費

□しいたけほだ木造成費

研究報告No.316

林業試験場

昭和56年11月

ロ下北半島におけるニホンカモシカ

の生息環境と森林施業

天然林が伐採され，造林地化され

た場合には，林床植生の種類，繁茂

髄ともに増加する。カモシカはその

土地に生育する大部分の木本，草本

類を採食するが，丈商い低木類，サ

サ獺の密生地は生息環境として好ま

しくない。カモシカの森林利用の形

態からみると，いくつかのパターン

が見いだされるが，ヒバ林一ヒバ疎

林（択伐）型とヒバ林（保謹樹帯）

一造林地（低低木）型がもっともカ

モシカの利用にとって好ましい。サ

サ密生地ではカモシカの行動が阻害

されるが，ブナ天然林地帯はカモシ

カの避難地域として碓保されなけれ

ばならない。このようなことから，

下北半島全域にわたって保謹樹帯を

キメ細かく配徹し，施業制限によっ

て保残される奥地のブナ天然林地帯

まで連続させることは，カモシカの

保謹管理のうえからも，また，健全

な森林造成のうえからも必要な施業

方法であると考える。

口沖縄の主要な森林土壌の生成と分

類について

ロマレイシア産フタバガキの裸根苗

の移植一一苗木の貯蔵でんぷんが活

狩・生長に及ぼす影轆

ロ各種培地で継代培謎されたポプラ

カルスにおける茎菜分化のちがい

（英文）

口森林施業に伴う夏期間の水収支の

動態の予測法



会員の広場

青春の

65から18を引算してみたら，47

が残った。これは私が岐阜.営林署

に，雇として採用になり，その翌

年，官行造林地の新値覗業に助勤と

して出張を命ぜられ，スギ，ヒノキ

の3年生苗木を植付･ける朧督をして

からj今日までの経過した年数だ。

それ以来，国有林に征職した間，

新植事業には絶えずかかわってきた

が，何といっても，昭和10年の岐

阜県武儀郡下牧村の官行造林の新植

那業が，私の社会に出たはじめての

仕覗として強く印象に残っている

し，時々，どうなったろうかと想い

出すこともある。

たまたま本誌No.478号(昭和57

年1月号）第28回森林･林業写真コ

ンクールの作品を見ていて，渡辺と

おる氏の『四年の歳月』という写真

を見た時，常にも増して強く懐かし

く，下牧村の官行造林地のことが想

いおこされた。

その造林地は，村から6kmほど

奥にあり，作業員30名ほどととも

に，造林小屋に泊り込んだ。かしき

（炊事手）がいて，食調や風呂の面

倒を見てくれて，夜が帆ければ起き

て仕説にゆき，暮れれば小屋にもど

って寝るというような日々の中で，

スギ，ヒノキの苗木が植栽された造

林地が広がっていった。

ちょうど，渡辺とおる氏の写真に

記念碑

藤原政弥

そっくりの光景が生まれて，それは

見て楽しい風景でもあった。

造林小屋の食事といえば，籾晩は

味咄汁とたくあん，昼は煮豆にひじ

きという献立で，特注は胤分で小渓

から釣りあげた岩魚の塩焼だった。

夕食のあとは風呂に入るもの，囲

炉喪のそばで少し体をあ狼って「も

う寝まいか.….」と巻いたフI､ンを

伸ばしてその中に入って眠る。日給

は地下足袋1足とほぼ聯しい1円

20銭ほどだったろうか。当時，物価

は安かったとはいっても’それにし

ても安い賃銀だと思うし，昭和恐慌

の名残りが濃く残り，戦争でも始め
た重

なければと，自分は弾丸の飛んで来

るところへは絶対に立つ懸念のない

政治家，財界人，軍人が思いはじめ

ていたころだった。

ロ木順はすでに満州で活発な行動

を起こしていたし，前の年には国際

連盟を脱退し，世界の中で孤立の道

をまつしぐらに進みつつあった時

だ。作業員の中に，召集令状が来

て，その青年は，自分が兵隊に取ら

れて，残った母親と幼い弟姉の身の

上を思い，暗い案じ顔だった。

青年の家の事情をよく知っている
ひと

作業員全員も，他入ごととは言えな

いという事悩でありながら，山を下

る宵年を，万歳，万歳と見送った朝

の悩景も，瞼の底に残っている。

45

あの日から48年の歳月が経つ。

私は胤分が，そういう年齢になるな
と

どと思ってもいない65歳という年
し

齢になったし，その間には卵二次世

界戦争を始め,戦争に敗け,いっそう

起伏の多い30年余りも含まれてい

る。

50年に及ぶ歳月は,造林水の一代

にとっても，すでに伐期に到達する

期間の永さだ。若い日にかかわった

造林地は，いずれも「背春の記念

碑｣だと，自ら勝手に思ってもみる。

しかし，すでに伐られて，どこかの

家の柱になり，棟木になっているか

もしれないし，あるいはまだ山に残

って，昼も暗い，美事な森林をなし

ているかもしれない。

私は急にたしかめたくなって，岐

鼠営林料に電話を入れてみた。

「突然ですが，私は昭和'0年ご

ろ，御署に勤務していた者ですが，

管内の武儀郡下牧村の官行造林地は

いまどうなっていますか？不意に

想い出して懐かしくて，この髄話し

ているのですが…･」

そういう私の耳に，若い人の応答

があり,ついで狐当の人にかわった。

「.ド牧村は，いまは美漉市になっ

ていますが，直行造林地は,昭和,0

年前後に械栽されたところとして

は,昭和'0年植戦で,現ｲlla当たり

360m3の薔薇の林分もあり，美歌な

山になっています。一度機会をおつ

くりになり，ご覧になりませんか.．

…」という返事がもどってきた。

私はその声を聞きながら，遠く雌
みうら

れて過ごして来た身内の運命を聞い

ているような思いにとらわれてい

た。そうして，擬会を作って，一度

訪れて，まだ残っているものに会っ

てみようと思うのだった。

（大阪府南河内郡狭1I1町）
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第28回林業技術賞ならびに
第15回林業技術奨励賞についてのお知らせ

究，調査の報告または著作

3．林業技術に関する現地実施の業縦
「林業技術奨励賞』はつぎの各号の一に該当する
もので現地実施における技術，もしくは調査研究ま
たは著作の内容が，とくに優秀であって，引き続き
研さんすることによって，その成果が大きく期待さ
れる業績を表彰の対象としております。
1．林木育種ならびに育苗に関する最近3カ年以
内の業績
2．森林施業ならびに空中写真測量に関する最近
3カ年以内の業縦

本賞は，その結果を毎年5月に開催される総会の
席上発表し，表彰を行ないます。

本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に
功績があるものに対し，毎年林業技術賞ならびに林
業技術奨励賞を贈呈し表彰しておりますが，各支部
におかれましては本年度の受賞候補者のご推せんを
57年3月末日までにお願いいたします。
なお，『林業技術賞』は次の各号の一に該当し，
その技術が多分に実地に応用され，また広く普及さ
れ，あるいは多大の成果をおさめて林業技術向上に
貢献したと認められる業織を表彰の対象としており
ます。

1．林業器具・機械設備等の発明考案またはその
著しい改良
2．最近3カ年以内における林業技術に関する研

第28回林業技術コンテストについてのお知らせ

（1）担当区主任，難業所主任またはこれに準ず

る現場関係職員
（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道府
県有林機関の現場主任またはこれに準ずる現
場関係職員

（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場で
働く林業技術員

本年度は，昭和57年4月末日までに各支部より，
ご推せん方お願いいたします。
〔コンテストは57年5月27日(木)に行なわれます〕

本会は，わが国林業の第一線で実行または指導に
従事して活躍している休業技術者が，それぞれの職
域において，林業技術の業務推進のため努力し，そ
の結果，得た研究の成果や貴重な体験等について具
体的にその事例や成果を発表するために，『林業技
術コンテスト」を開催しております。そして審査の
結果，林業技術向上のために効果があり，成績が優
秀と認められた方を毎年総会の席上表彰しておりま
す。

参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。

§
…
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か関係課長，本会から島常務理事，

楠木主任研究員が出席した。

◎調査部関係業務

2月16日北九州市において帆柱

植物園基本計画調査の第2回委員会

が開催され委員および関係者29名

が出席した。

鹿児島県庁1/26

北海道庁1/29

大分県庁2/10

．役職員の海外派遣

1.国際協力事業団の依頼により松井

顧問を次のとおり派遣した。

派遣先：ペルー国

期間：2月22日～3月20日

2.森林調査のため職員を次のとおり

派遣した。

(1)フィジー国へ

山谷主任研究員，若森課長

期間：2月1～10日

(2)ホンジュラス国へ

村松航測部長，ノj原課長，望月

課長代理，福山課長代理，渡辺

（準)技師，中村の6名

期間：1月30日～3月30日

◎調査研究部関係業務

2月15日熊本営林局会議室にお

いて「ヤクスギ天然林施業の現地適

用化調査についての説明会」が開催

され,九州大学から井上,青木，今田

先生，営林局から局長，計画課長ほ

◎研究発表会

研究発表会が次のとおり開催され

本会より参加者に対し，賞状，撹品

を贈呈した。

林野庁1/28～29小畠専務理
事，柳沢出施

長野営林局2/2～3小畠専務理事
出席

前橘営林局2/3～5宮下理事出席

北海道営林局2/4～5猪野理事長，
宍倉出席

北見営林支局2/4～5山田理事出席

函館営林支局2/15～16宮下理躯出
席

旭川営林支局2/16～17小畠専務理
事出席

熊本営林局2ﾉ16～17猪野理覗長，
土江出席

高知営林局2ﾉ18～19猪野理事長，
土江出席

青森営林局2/23～24猪野理事長，
金沢出席

帯広営林支局2/25～26島理事出席
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ギ ソジコ の事典’事典
驚噌:鳶戦塘中村克哉編

キノコ全般についての基礎的な知識と各々のキノ

コの実用面までを網羅し平易に解説した集大成。

総論一キノコの分類･形態･生理･生態･栄養源･薬

的効果・純粋培養など。各論一マツタケ・ホンシ

メジ・シイタケ・エノキタケ・ナメコ他10種

☆A5判定価8500円〔好評発売中〕

|林 ｡業機 械 学’
山脇・大里・森岡・鈴木・小島著

林業の実務に欠かせない林業機械全般に亘り解説

した最新の入門書。林学学修者・林業技術者のた

めの好テキスl､。〔内容〕林業機械総論、林業機械

の動ﾉJ・機械要素、チェーンソー、刈払機・植穴

掘機、集材機、索張り方式・搬器、トラクタ、他

★A5判定価3800円〔好評発売中〕

%鯵呈該､妙 幽聞異藤。 潮さぎ

林分の密度管理
安藤貴著
￥1200〒200

森 林保全詳説
筒井辿夫編著
￥4000〒300

ブ ナ林の保続
片岡寛純著
￥2800〒250

新 版造林学
川調．堤・他12氏著定価3500円

森 林経理学
鈴木太七著定価2500円

新版林業実務必携
束京農工大学農学部林崇科編定価4800円

図説日本の樹木
矢頭献一著定価5500円

林業実習ノ、ンFブック
林業実習研究会編定価4500円

砂 防工学
遠藤隆一・他8氏著定価2800円

森 林保謹学
四手井綱英編著定価3000円

林業土木学
上飯坂実．他6氏著定価3300円

蕊謹鬮圖闇願
〒162束京都新宿区新小川町2-10．振替束京6-8673
危諦(03)(260)0141(代）・営業直通(03)(260)7.631

やら 鶴晶筵 癖！
一b一ヶ
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さきに「密度管理」と「林分密度管理図とその使

い方」を著したが，前者は雌解の点が多く後者は

簡単にすぎることから，これらの中間的なものと

して、図表を多数とりいれて分りやすくした。

前著の発刊後5年を経過して森林保全行政は著し

く進展した。書名を「森林保全詳説」と改め5年

間に格段の充実をみた制度や行政措置について，

大学，林野庁，県，日林協の各氏が分り易く記述

した。

ブナ林の生態系を著しく破壊することなく,迅速，

確実な更新を達成する方法として天然下種で発芽

した前生椛幼樹による皆伐更新を想定し，この更

新方法を前提としたブナ林保続の可能性について

検討している。

↑」

105束京都港区新橋5-33-2農林出版株式会社振替5-80543電話03(431)0609･3922
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■新刊■

J標準功程準 表
日本大学農獣医学部教授

休業試験場作業科長

日本大学農獣媛学部助手

梅田三樹男

辻隆道編著

井上公基

木と立木評イ面
A5判142頁上製

1,800円〒250

’

林業マン待望の標準功程表を、作業工程別にもれなく選び出し、集大成。更に

事業費積算から立木価格評定までの手順を具体例をもって分かりやすく解説し

た。林業経営者、森林組合職員、指導林家、林業普及職員等の実践書。

■新刊■

、

林 業 有と国有林 ’
－林業事業体の展開と論理一
地域農林業研究会編A5判320頁上製2,500円〒300

地域林業を形成・発展させるには､国有林と民有林の協調・連携が必要であり、

国有林所在地域の林業事業体が、どのように国有林とのかかわりで企業活動を

展開してきたか、国有林と民有林が一体となって地域林業をどう進めるべきか
を、農業経済研究者を含む9人の共同研究者がまとめた。

森 林計画業務必携業 務画
《最新版》林野庁計画課監修 B6判1,014頁3,500円〒300

昭和52年3月の改訂版以降に改正または新たに施行された規程．通達等をもれ

なく収録し、新たな構成により、第1部は森林計画業務に直接関係する法令・

通達.覚書を､第II部は関係法令等を収め､索引と附録を付けた林業家の必携書。

改訂図説図改
造林技術研究会編

､と'二

51且 技林技術○

A5判170頁1,800円〒250

昭和47年に刊行された本書は、他に類書がなく、多くの関係者に活用されてき

たが、最近は造林技術も新しい技術がとり入れられ、本書も若干の改訂を行わ

ざるを得なくなり、林野庁関係造林技術者によって更にわかりやすくまとめた。

〒162束京都新宿区市谷本村町28 淵日本林業調査会 電話(03)269-3911番

’
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瞭一目 男乏

jbb，

複雑な面積測定をデジﾀﾙ表示bTAMAYApLANIX

ﾀﾏﾔダﾗﾆｸｽは複雑な図形をﾄﾚー ｽするだけで､面積を
，瓦、

簡単に測定することができま夷

従来の式ﾗﾐﾒー ﾀー の帰零装置､読取機構のﾒｶﾆｶﾙ部
分が全てｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ化され､積分車に組み込まれた高精

度の小型エンコーダーが面積をデジタル表示する画期的な

”
鋤に測定すること
へ一一一〃主

ヱレクトロニクスイ

新製品で戎

1－W

、

④

分

露

刈
』

新製品／デジタルプラニメーター
ー

プラニクスの擶散：●読み間違いのないデジタル表示

●ワンタッチで0セットができるクリヤー機能

●崇瀞叙1定を可能にしたホールド機能

●手元操作を容易にした小型築約憐造

●図面を擬傷する極針を取り除いた新設計

●低価格を途成したPLANIXシリーズ

PLANIX2-¥55,000PLANIX3-¥59,000PLANIX3S-¥56,500

※カタログ・資料請求は、本社まで

ハガキか電話にてご雪各ください。

B~FAMA>iA
株式会社王屋商店．｜

本社:〒104束京都中央区銀座3-5-8TEL､03-561-8711㈹

工場:〒143束京都大田区池上2-14-7TEL,03言752-3481㈹
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●次代を担うこどもたちへ《緑》の大切きを
語りかけ､自然観察の輪を広げます

林野庁･監修全国学校図書館協議会選定図書

FJ

海ゞ．

巳

小学生のための森林教室
●28項にわたる森と木の質問箱森林の

生態と機能，森林と人とのかかわり，《緑》

の大切さをやさしく楽しく説き明かします

●●

‘可見進下e大きく胃で希都合‘
C

千Xf勤喉いるの･目寸が

●新指導要領により,昭和55年度以降,小学

5年生社会科教科書から，林業の記述力哨リ

除されるにいたり，本番はこれを補うよう

配慮最新の統計･資料･研究成果をもとに，

日本の森林・林業の現在の姿を浮き彫りに
します．

●
内
容
見
本
●

尋幽』●多数のイラスト，グラフ，カラー写真を配

し,楽しみながら"目でみる日本の森林・林

業，の構成にもなるよう配慮されています．

●副言売本，教材等にもご利用下さい．

【小学校高学年向き】
1

●BS判/e1ページ/4色刷/●定価4Sロ円(〒実費)発行／日本林業技術協会
診一パー．

●研究者･実務者待望の本格的参考書〃

山林の評価⑬
栗村-哲象編著

●美しい国土へのユニークな解答一
写真が語る緑地の本質.〃

写真集
lIIlII11I11IIIIlINl111川川1ⅡIl11IllIl1IIⅡ''11Ⅱ11川111Ⅱ|ⅡII11111IllⅢ11Ⅱ1111Ⅱ川lIlⅡIⅡIIlⅡⅡIⅡIⅡiIIIIIⅢⅢIⅡ111ⅡlIIIIIIl

山林はいかに評価すべきか

比類なき豊富な内容･詳細な解説。選りすぐられた事例／

岡崎文桐診著《主な内容〉
第1編山林評価総脱／第2編林地の評価／第3編林

木の評価／第4編特殊な目的による山林評価／第5編

山林の経済性計舞／第6編森林の公益的機能評価

《主な内容》

O章緑のない風景3章自然公園

1章都市と周辺の緑化4章生産緑地

2章都市の近郊緑地CO章ユートピアを求めて

圃10数万枚の写真から厳選した珠玉の緑地景観.〃

■1枚1枚の写真力、著者の緑地観を語る構成〃
■全国民的見地からの緑地論の決定版〃

執壷者一

曳地政雄

中山哲之助

栗村哲象

大北英太郎

高取辰雄

安井釣

齢取大学書篝識授･震学崎士

闘取大学礎学部數授･震学澪土

綿取大学誤学部教授･農学博士

鳥取大学農学部助教授

歸叡県森林組合達合会参事

唾#長大学窪学部助識授

尉函山蜘駝

定
価
三
七
○
円
送
料
六
○
円

A4変形判/242ページ／カラー250葉
モノクロ156葉●定価15,000円(〒共）

A5/644ページ／上製本

●定価6，000円(〒共）~、

発行所淵社団法人日本林業技術協会
〒'02東京都千代田区六番町7電話(03)261-5281振替東京3-60448

●ご注文は直接当協会へ
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	カラマツ大径材生産林の保育-小岩井農場林における試行の一例
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	ブナ林更新の知見と考察-特に稚苗の枯死消失について

	大規模山林所有者の経営と技術_日田林業地帯_合谷家の森林経営の成立と展開2 

	全国市町村有林めぐり_南小国町有林_百年の大計で公益的機能の高揚を図る

	貝原益軒の林業思想の一考察

	山・森林・人〈最終回〉山の幸，海の幸，野の幸，川の幸

	鳴子の四季12〈最終回〉雪の日の動物たち

	Joumal of Journals

	農林時事解説_｢松くい虫防除特別措置法｣の改正／統計にみる日本の林業_停滞している会社有林の経営／林政拾遺抄_半鐘山

	本の紹介_日本の自然公園/林業生産技術の展開／こだま_木材は石より強し
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	会員の広場_青春の記念碑

	協会からのお知らせ

	奥付対向
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